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はじめに

このたびは、インテリジェントモデム ＭＣ１４４Ｂ，ＭＣ１４４Ｂ／Ｄをお買いあげ

頂きましてありがとうございます。

ＭＣ１４４Ｂ，ＭＣ１４４Ｂ／Ｄは、公衆回線，専用回線および自営回線に接続可能な

最大１４,４００bpsの通信速度で全二重通信の可能なモデムで、以下のような特徴を持っ

ています。

（１）３００ｂｐｓ～１４,４００ｂｐｓの全二重通信が可能です。

通信規格は、ＩＴＵ－Ｔ Ｖ．３２ｂｉｓ，Ｖ．３２，Ｖ．２２ｂｉｓ，Ｖ．２２

およびＶ．２１に対応しています。

（２）公衆電話回線および専用回線を使用可能です。専用回線は２線式４線式それぞれ

に対応しています。

（３）ＩＴＵ－Ｔ Ｖ．４２に対応しており、ＬＡＰ－ＭまたはＭＮＰ４によりエラー

フリー通信が可能です。

（４）ＩＴＵ－Ｔ Ｖ．４２ｂｉｓおよびＭＮＰ５によりデータ圧縮を使用可能です。

（５）Ｈａｙｅｓ ＡＴコマンドに準拠しており、幅広い設定を行うことが可能です。

（６）ＦＡＸ通信機能により、Ｇ３ ＦＡＸとの通信が可能です。

（７）調歩同期通信の他、同期通信もサポートしています。

（８）メモリバックアップ機能を有しておりますので、設定内容を一旦記憶させること

により再び呼び出すことが可能です。

（９）強力な雷サージ吸収回路を標準で装備しています。

（１０）ＭＣ１４４ＢはＡＣ１００Ｖ電源に対応しています。

ＭＣ１４４Ｂ／ＤはＤＣ１２ＶまたはＤＣ２４Ｖに対応しており、バッテリ－

などの直流電源に適した製品です。通信性能および通信機能に違いはありません。

・本文中の社名または商品名は、各社の商標または登録商標です。

・本文中にTM, R ﾏｰｸは記載してありません。

・This product is licensed under U.S Patent 4,558,302 and foreign counterparts.
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輸出する際のご注意

本製品は、日本国内での使用を前提としておりま

す。海外においては、関連諸規制に準拠しておりま

せん。また、海外で本端末機器を使用する場合には

諸外国の認可が必要な場合があります。

本製品を日本国外で使用された場合には、当社は

一切責任を負いかねます。また、海外では、本製品

に関わるサービスを行っておりません。

情報処理装置等電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づく

クラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こす

ことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあ

ります。

ご注意

（１）本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されております。

（２）本書の内容は予告なしに変更されることがあります。

（３）装置および付属品の仕様は予告無く変更されることがあります。予めご了承願

います。

（４）本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、記述

もれなどお気づきの点がありましたら、当社 営業までご連絡下さい。

（５）運用した結果の影響につきましては、（４）項にかかわらず責任を負いかねま

すのでご了承下さい。

（６）本装置は、医療機器、原子力関連機器および航空関連機器等、高度な信頼性を

要する設備および機器へ組み込んでの使用、および人命に関わる設備や機器へ

組み込んでの使用は意図しておりません。これら設備および機器などに本装置

を適用された場合に、本装置の故障等により人身事故，火災事故，社会的な損

害が生じても、当社ではいかなる責任も負いかねます。当該設備などにご使用

の際は、設備側にて十分な安全対策を講じられますようご注意願います。

（７）本書の読者は、モデム装置の動作について基本的な知識を有される方を対象に

しています。詳細な内容につきましては、別途参考書等をご参照下さい。

Copyright 2007 - Meidensha corporation.
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安全にお使い頂くために

本製品を安全に正しくお使いいただき、ご使用の際の安全確保と損害防止のために必要

な事項を記載します。

本文で使用している表示と図記号の意味は以下のとおりです。内容をよくご理解頂いて

から本文をお読み下さい。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると人が死亡ま！ 警告
たは重傷を負う可能性がある内容を示します。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると人が障害を！ 注意
負う可能性がある、または物的損害が発生する可能性のあ

る内容を示します。

！ 警告

（１）本モデムをむやみに、分解あるいは改造しないで下さい。

ケースをあけて、内部回路の露出したままのご使用は絶対にしないで下さい。

感電、故障の原因となります。

（２）本モデムに水などの液体が入ったり、本モデムを濡らしたりしないようにして下さ

い。また金属製の物が入らぬようにして下さい。

感電、火災、故障の原因となります。

（３）本モデムの電源は仕様範囲内で（ＭＣ１４４ＢはＡＣ８５～１３２Ｖ）

（ＭＣ１４４Ｂ／ＤはＤＣ９～３０Ｖ）ご使用下さい。それ以外の電源は絶対に

ご使用にならないようご注意下さい。

異なる電圧での使用は、火災、感電の原因となります。

（４）電源プラグは確実にコンセントに差し込んでご使用下さい。また、分岐ソケット

テーブルタップなどタコ足配線でのご使用はお避け下さい。

不適切な電源配線は、火災、感電、故障の原因となります。

（５）本モデムは必ず接地してご使用下さい。

接地の外れたままのご使用は、感電の原因となります。

接地線は絶対にガス管にはつながないで下さい。火災の原因となります。

（６）落雷の危険があるときは、本モデムの電源を切り、必ず電源の接続を外し、

使用をお控え下さい。また、モデム本体に触れないようご注意下さい。

場合によっては、感電、火災の危険があります。
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！注意

（１）本モデムには、内部温度の上昇を防ぐため通風口が設けてあります。通風口を

塞ぐような使用方法はしないで下さい。

（２）本モデムの上に重い物を置かないで下さい。

（３）本モデムは、硫化水素ガス亜硫酸ガスなどの腐食性ガスに触れる場所での保管

および使用は避けて下さい。

（４）本モデムの異常（におい、発熱、発煙など）に気づいたときは直ちにご使用を止め、

電源コードを抜いてから販売店までご相談下さい。

（５）本モデムを極端にホコリ、湿気の多い場所で、保管あるいはご使用は避けて下さい。

（６）本モデムに強い衝撃を加えたり、衝撃、振動のある場所でのご使用は避けて下さい。

アフターサービス

万一、装置に故障が発生しました場合には、販売店までご連絡下さい。

修理には規定の修理費用をお支払い頂きます。

但し、納入後１年以内の故障に関しましては、規定に従い無償で修理致します。

修理規程については、当社 営業にご確認下さい。
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１ お使いになるまえに
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１．１ 商品構成

お使いになるまえに、以下の物が梱包されているか確認して下さい。

（１）内容物明細書

内容物の出荷明細です。出荷物はチェック欄にチェックされています。

内容物の確認にご利用下さい。

（２）ＭＣ１４４Ｂ，ＭＣ１４４Ｂ／Ｄ本体

（３）取扱説明書（本書）

（４）モジュラーケーブル

（４Ｐプラグ－４Ｐプラグ，２．３ｍ）

（５）端子付きモジュラーケーブル

専用回線への接続に使用します。

（６Ｐプラグ－Ｍ３端子×６本，３ｍ）

（６）ＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２ケーブル

パソコン等ＤＴＥとの接続に使用します。

（２５Ｐオス－２５Ｐオス ストレート，１．２ｍ，Ｍ２．６ネジ）

（７）ＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２変換アダプタ

ＤＯＳ／Ｖパソコン等の９ピンコネクタと本体を接続するのに使用します。

（２５Ｐメス－９Ｐメス 変換アダプタ，９Ｐ側 UNC #4-40ネジ）

（８）ゴム足

本機を水平に置いて使用する際は、ゴム足を張り付けてご使用下さい。

（９）補助脚および止めネジ（各４個）

本機を立てて使用する場合には補助脚をご使用下さい。

補助脚を本体右側面のネジ穴にネジ止めして使用します。
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１．２ 別途ご用意頂くこと

データ通信を行う前に、ＭＣ１４４Ｂ以外にお客様にご用意頂くことがあります。

（１）モジュラージャック

データ通信を行うためには、回線差込口がモジュラージャックになっている必要

があります。モジュラージャックになっていない場合は、最寄りのＮＴＴ電話局

にモジュラージャックへの変更を申し込んで下さい。変更は有償となります。

変更のための工事は、国家試験により資格をもっている者が行う必要があり、勝

手に変更することはできません。

（２）通信用ソフト

パソコンからモデムによって通信を行う場合には、パソコンをターミナルとして

ご使用になる場合以外は、別途通信ソフトが必要になります。通信ソフトは各種

流通しておりますので、お客様のご利用になるのに最も適したものをご用意願い

ます。

また、ＦＡＸ機能をご使用の際も、別途ＦＡＸ用ソフトをご用意願います。

ＦＡＸソフトおよびＦＡＸ受信機によっては、適合動作しない製品もありますの

でご注意願います。
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１．３ 各部の名称

前面

①ＬＥＤ表示部

②スイッチカバー

③ゴム足（水平に置いてご使用の際は添付のゴム足をご利用下さい。）

スイッチカバー内部

④ＤＩＰスイッチ（ＤＳＷ）

⑤トグルスイッチ（ＲＬＢ）

⑥電源 スイッチ

OH    MR    EC

MEIDEN

POWER   SD     RD     ER     DR     RS      CS      CD

MC144B

②① ③

DSW RLB

POWER

ON

OFF
ON

OFF

④ ⑤ ⑥
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ＭＣ１４４Ｂ背面図

⑦電源コード

⑧ＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２コネクタ

⑨ＤＩＰスイッチ（ＤＳＷ１）

⑩電話機用モジュラーコネクタ（ＴＥＬ）

⑪接地端子

⑫回線接続用モジュラーコネクタ（ＬＩＮＥ）

⑬上カバー止めネジ

ＭＣ１４４Ｂ／Ｄ背面図

⑭ＤＣ入力コネクタ

その他はＭＣ１４４Ｂと変わりません。

A C 1 0 0 V D TE D SW 1 TEL L I N E

FG

⑬

⑨ ⑩⑦ ⑧ ⑪ ⑫

+     - D TE D SW 1 TEL L I N E

FG
DC 1 2 V

⑭
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１．４ スイッチカバーの開け方

上図のように、スイッチカバーの突起部を親指でやや押しながら矢印の方向にず

らせば、簡単に開けることができます。

また、逆の操作をすることによって閉めることができます。

カバーは開けたまま使用することはお避け下さい。破損する危険があります。

OH    MR    EC

MEIDEN

POWER   SD     RD     ER     DR     RS      CS      CD

MC144B

突起部
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１．５ 上カバーの外し方と内部ＤＩＰスイッチの位置

内部ＤＩＰスイッチの設定を変更する時は、モデムの上カバーを外して下さい。

まず、電源スイッチを切り、電源コードを外して下さい。

次にＡの止めネジを外します。

本体の上カバーをＢの方向に水平にずらします。１㎝程ずらすと突き当たります

ので、上カバーをＣの方向に持ち上げて外します。

上カバーを装着する際は、逆の手順で行って下さい。

上カバーを外す時は、必ず電源スイッチを切り、電源ケーブルを外し！警告
てから行って下さい。感電、故障の原因となります。

A C 1 0 0 V D TE D SW 1 TEL L I N E

FG

Ａ

Ｃ

Ｂ
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モデム内部の配置は、下図のようになっています。

設定の変更は、ピンセットの先のような細いもので行って下さい。

注意

設定を変更する際、他の部品にキズをつけないようご注意下さい。故障の原因と

なります。

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

DSW2 DSW3
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１．６ 補助脚の取り付け方

付属の補助脚を取り付けることによりＭＣ１４４Ｂを立て置きで使用することが

できます。

付属のネジ⑮を本体底面のネジ穴に取り付けて下さい。その際ネジを途中までで

止めておきます。次に補助脚⑯を点線矢印のようにネジの頭と本体の間に、差し

込みます。

最後にネジが止まるまでネジ締めを行って下さい。

これで補助脚の取り付けは終了です。

⑮

⑯
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１．７ ＤＩＰ スイッチの設定

ＤＩＰ スイッチの設定で各種機能を選択します。

ＤＩＰ スイッチは、主にコマンドレスモードの設定を行いますが、一部の設定はＡＴコマ

ンドモードでも有効です。

ＤＩＰ スイッチの設定は、電源投入時に１回だけ読み込まれます。ご使用中に切り替えて

も機能は電源投入時のままとなりますのでご注意下さい。

ＤＩＰ スイッチの出荷時の設定は、全てオフとなっています。

注意

キャリア速度や使用する機能によっては、使用上の注意事項があります。

ＤＳＷ１～３の各ＤＩＰスイッチ設定に関する注意事項を必ずご参照下さい。

また、 「各種機能の説明と使用上のご注意」についても、ご使用前に必ずお読み下１．９

さい。

１．７．１ ＤＳＷ

前面側スイッチカバー内部のＤＩＰ スイッチの設定で以下の機能を選択します。

ON

□□□□

1 2 3 4

OFF

ＤＳＷ

BIT 設定 機能

ON オリジネートモード
4 ｺﾏﾝﾄﾞﾚｽﾓｰﾄﾞ時のみ有効

OFF アンサーモード

1～3 キャリア送出レベルを設定

キャリア送出レベルは、出荷時－１６ｄＢｍとなっております。注意

送出レベルの変更は、工事担任者の資格保有者が行って下さい。

設定を変える際は、工事担任者用マニュアルを別途ご請求下さい。
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１．７．２ ＤＳＷ１

モデム背面のＤＩＰスイッチ（ＤＳＷ１）では、適用回線および動作モード等を設定しま

す。ビット１～７は、コマンドレスモードのみで有効です。

ON

□□□□□□□□□□

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

OFF

ＤＳＷ１

BIT 設定 機能

ON ４線式専用回線 注1
10

OFF ２線式専用回線／公衆回線

ON 受信レベル設定 －４～－３４ｄＢｍ 注1
9

OFF 受信レベル設定 －１０～－４０ｄＢｍ

ON コマンドレスモード （専用回線のみ使用可） 注1
8

OFF ＡＴコマンドモード

ON アンサトーン有り 注2
7

OFF アンサトーンなし

ON ＲＬＢ有効 （対向モデムからのＲＬＢ要求に応答）
6

OFF ＲＬＢ無効 （対向モデムからのＲＬＢ要求を無視）

ＢＩＴ
通信モード

４ ５

ON ON 同期モード
4～5

OFF ON ダイレクトモード

ON OFF 調歩同期モード バッファモード

OFF OFF エラーフリーモード

ＢＩＴ
キャリア速度

１ ２ ３

ON ON ON ０．３kbps Ｖ．２１

OFF ON ON １．２kbps Ｖ．２２

ON OFF ON ２．４kbps Ｖ．２２bis

OFF OFF ON ４．８kbps Ｖ．３２
1～3

ON ON OFF ７．２kbps

OFF ON OFF ９．６kbps
Ｖ．３２ｂｉｓ

ON OFF OFF １２．０kbps

OFF OFF OFF １４．４kbps

8ビット～10ビットの設定は、従来機種のMC144AとMC144Bで異なりますの注１

で、ご注意下さい。

ｷｬﾘｱ速度1200bpsの設定では、必ずｱﾝｻﾄｰﾝ有りでご使用下さい。注２
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１．７．３ ＤＳＷ２

モデム内部のＤＩＰスイッチ（ＤＳＷ２）は、コマンドレスモードに使用する機能のみを

設定します。内部ＤＩＰスイッチの操作は、上カバーを外して行います。上カバーの外し

方とＤＩＰスイッチの位置は、 をご参照下さい。１．５

ON

□□□□□□□□

1 2 3 4 5 6 7 8

OFF

ＤＳＷ２

BIT 設定 機能

ＢＩＴ
同期モードのクロック設定

７ ８

ON ON 無効

OFF ON RT-RT （送信ｸﾛｯｸは、受信ｸﾛｯｸによる従属同期）
7～8

ON OFF RT-ST1 （送信ｸﾛｯｸは、DTEｸﾛｯｸに同期）

OFF OFF RT-ST2 （送信ｸﾛｯｸは、ﾓﾃﾞﾑ内部ｸﾛｯｸに同期）

ＢＩＴ 調歩同期モードのキャラクタフォーマット

４ ５ ６ Bit Parity Stop 長さ 注記

ON ON ON 無効

OFF ON ON ７ EVEN １ １０

ON OFF ON ７ ODD １ １０

OFF OFF ON ７ NONE ２ １０
4～6

ON ON OFF ８ EVEN １ １１ ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞのみ有効

OFF ON OFF ８ ODD １ １１ ﾓｰﾄﾞ設定より優先 注1

ON OFF OFF
８ NONE １ １０

OFF OFF OFF

ＢＩＴ 調歩同期モードのＤＴＥ速度

１ ２ ３ （ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞまたはｴﾗｰﾌﾘ-ﾓｰﾄﾞで有効）

ON ON ON ０．３kbps

OFF ON ON １．２kbps

ON OFF ON ２．４kbps

OFF OFF ON ４．８kbps
1～3

ON ON OFF ９．６kbps

OFF ON OFF １９．２kbps

ON OFF OFF ３８．４kbps

OFF OFF OFF ５７．６kbps

同期モードでは、調歩同期モードに関わる設定は無視されます。注意

同様に、調歩同期モードでは、同期モードに関わる設定は無視されます。

ダイレクトモード時のＤＴＥ速度は、設定に関わらず接続するとキャリア

速度になります。

１１ビット長キャラクタに設定すると強制的にバッファモードになります。注１
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１．７．４ ＤＳＷ３

モデム内部のＤＩＰスイッチ（ＤＳＷ３）は、ビット８を除き、コマンドレスモードに使

用する機能を設定します。

ON

□□□□□□□□

1 2 3 4 5 6 7 8

OFF

ＤＳＷ３

BIT 設定 機能

ON ＥＲによるハードウエアリセット 有効 全てのﾓｰﾄﾞ
8

OFF ＥＲによるハードウエアリセット 無効 で有効 注1

ON リザルトコードあり 注2
7

OFF リザルトコードなし

ON 接続待ち時間はＳ７を参照する
6

OFF 接続待ち時間はアンサモード３０秒 注3

オリジネータモード６０秒固定（推奨設定）

ON 切断から５秒間待機の後に再接続を行う 注4
5

OFF 切断から直ちに再接続を行う

ON フロー制御無効
4

OFF フロー制御有効（ＡＴ＆Ｋの設定に従う） 注5

ON ＣＤ常時ＯＮ
3

OFF ＣＤ信号はキャリア検出に従う 注6

ON ＤＲ常時ＯＮ
2

OFF ＤＲ信号は通信可能でＯＮ，通信不可でＯＦＦ 注6

ON ＥＲ信号はＤＴＥに従う
1

OFF ＥＲ信号を無視（常時ＯＮと見なす）

ＥＲのオフからオンへの変化でハードウエア的にリセットする機能です。注１

リザルトコードありの設定では、接続完了時等にリザルトコードが受信注２

データ（ＲＤ）に出力されます。

コマンドレスモードの接続待ち時間は、アンサーモードでは３０秒、注３

オリジネータモードでは６０秒に設定されます。接続待ち時間を経過する

と、一旦切断してから再度接続を開始します。

接続待ち時間を変更するためには、このビットをオンにして、Ｓ７レジス

タを変更（記憶）する必要があります。

キャリア速度1200bpsで使用する場合には、必ず５秒待機でご使用下さい。注４

また、同時にＤＳＷ１の７ビットをＯＮしてご使用下さい。

フロー制御の初期値は、ＲＳ／ＣＳフロー制御（ＡＴ＆Ｋ３）です。注５

フロー制御条件は、ＡＴコマンドによって変更することができます。

同期モードでは、設定に関わらずＣＤはキャリア検出に従い、ＤＲは通信注６

可でオンとなります。また、ＣＳも通信可でオンとなります。
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１．８ スイッチの操作

１．８．１ ＲＬＢの起動

コマンドレスモード通信中に、ダイレクトモードまたは同期モードにおいて、リモートデ

ィジタルループバックテストが実行可能です。

本スイッチの機能は、コマンドレスモードのみで有効です。

ＲＬＢスイッチは、モデム前面のスイッチカバー内にあります。

実行可能動作モード 起動方法 機能

コマンドレスモード通信中 ＲＬＢスイッチをオンする ＲＬＢを起動する

〃 ＲＬＢスイッチをオフする ＲＬＢを終了する

注意

ＲＬＢテスト中は、ＲＬＢ起動側で回線断を検出できないことがあります。

起動したＲＬＢテストは、必ず終了して下さい。

制限事項

Ｖ．２２ｂｉｓ（2400bps）またはＶ．２２（1200bps）では、ＤＴＥからモデムへ

周期的かつ間欠的なデータ送信を行う時はエラーフリーモードを使用することを

推奨します。他のモードで周期的間欠的データ通信を行うと、誤ってＲＬＢ起動信

号が送信されることがあり、下記の不適合を引き起こす可能性があります。

ＲＬＢ有効の設定では対向モデムがループバック状態になることがあります。

ＲＬＢ無効の設定ではＲＬＢ起動信号が復調され、対向モデムからＤＴＥに"FFh"等

のデータとして出力されます。

ＲＬＢ起動信号は継続的に送信されることがあります。

ＤＴＥからモデムにデータが送られることによりＲＬＢ起動信号送出状態から復帰

しますが、復帰直前に送られたデータはエラーデータとなることがあります。

この現象は、オリジネートモード・アンサーモードおよびコマンドレスモード・

ＡＴコマンドモードの違いに関わらず発生します。

この現象は、Ｖ．２２ｂｉｓまたはＶ．２２以外では発生致しません。
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１．９ 各種機能の説明と使用上のご注意

（１）ＡＴコマンドモード

ＡＴコマンドによりモデムの設定を行うモードです。モデムの接続／切断もＡＴ

コマンドの実行または設定に従います。

ＤＩＰスイッチの設定を変更することにより、公衆回線でも専用回線でもＡＴコ

マンドモードを使用することができます。

このモードでは、回線への再接続は自動的には行いません。

（２）コマンドレスモード

コマンドを使用しないモードです。専用回線または自営回線にて使用することが

できます。ＥＲ信号に従ってモデムは自動的に接続を行います。

何らかの理由により接続が切れても、モデムは自動的に再接続を開始し、接続で

きるまで繰り返し接続を試みます。

機能の設定は、殆どをＤＩＰスイッチにより行います。一部の機能はＡＴコマン

ドを参照しますが、ＡＴコマンドの設定を行わなくてもデフォルトの設定で接続

することができます。

注意

コマンドレスモードで有効なＡＴコマンドの設定を変更する場合には、あらかじ

め、設定内容をＡＴ＆Ｗコマンドで記憶してからコマンドレスモードを起動して

下さい。また、コマンドレスモードの設定を行う場合には、ＡＴ＆Ｆコマンドで

初期設定に戻してから必要な設定を行って下さい。コマンドレスモードで有効な

ＡＴコマンドは、 を参照して下さい。４．７

（３）リモートディジタルループバック（ＲＬＢ）

相手モデムと接続中において、ＡＴコマンドまたはコマンドレスモード時に

ＲＬＢスイッチをオンすることにより、リモートディジタルループバックテスト

（ＲＬＢ）を起動することができます。

ＡＴコマンドモードでは、オンラインコマンドモードに移行してからＡＴ＆Ｔコ

マンドによりテストを実行します。（４章を参照して下さい。）

このテストは回線接続中に、相手モデム内部でデータを折り返すテストです。

自モデムと対向モデムの機能を、接続を含めてテストすることができます。

このテストは、ＡＴコマンドモード時はダイレクトモードで、コマンドレスモー

ドではダイレクトモードまたは同期モードの接続時に限って使用できます。

この機能をご使用の場合には、ＡＴコマンドまたはＤＩＰスイッチの設定で、

対向モデムをＲＬＢ有効としておく必要があります。

ループバックテスト中は、ＭＲ ＬＥＤ表示をオフします。

ＲＬＢをお使いの際は、 の制限事項についてご注意下さい。１．９．１

注意

キャリア速度３００bpsではＲＬＢはサポートされておりません。

注意

異機種のモデム間では、ＲＬＢが正常に機能しない場合があります。

注意

ＲＬＢ起動側のモデムは、回線断を検出できないことがあります。

起動したＲＬＢテストは必ず終了してから電源を切って下さい。また、被ＲＬＢ

テスト中は、テストが終了するまで電源を切らないで下さい。

（４）ローカルアナログループバックテスト（ＬＬＢ）

モデムが接続していない状態において、モデム内部で折返しを行うテストです。

モデム単体の機能を確認する際に使用します。

このテストは、ＡＴコマンドモードで使用することができます。



- 22 -

（５）ＥＲリセット

ＥＲリセットが有効の設定（ＤＳＷ３ ビット８がＯＮ）にしてある場合、モデ

ムはＥＲオン時にハードウエアリセットを行います。ＥＲオンの後、モデムレデ

ィとなるまでに２秒以上必要です。

長期間の運用において、万一モデムにトラブルが発生したとしても、ＥＲ制御に

より容易に復帰させることができます。

（６）エラーフリー

調歩同期式の通信の場合にはＡＴコマンドモード、コマンドレスモードともに

エラーフリーでの通信が可能です。エラーフリーの設定では、回線ノイズ等によ

るデータ異常をチェックして自動的に補正する機能が働きます。

調歩同期式の通信では、エラーフリー機能を使用することをお奨めします。

注意

ＩＴＵ－Ｔ Ｖ．２１ ３００bpsでは、エラーフリー機能は動作いたしません。

注意

異機種のモデムとの接続では、エラーフリー接続に失敗する場合があります。

（７）同期モード

ＡＴコマンドモードまたはコマンドレスモードで同期モードが使用可能です。

このモードでは、クロック同期の通信になります。

ＡＴコマンドモードの同期モードは、接続までは調歩同期で行い、接続後同期モ

ードに移行します。

注意

ＩＴＵ－Ｔ Ｖ．２１ ３００bps では同期モードは動作致しません。

注意

同期モードでＳＴ１クロックをご使用の際は、水晶振動子等を原発振とする安定

したクロックを供給して下さい。伝送中にクロック波形が不安定になると、モデ

ム間の同期外れを引き起こし、再トレーニングまたは切断が発生することがあり

ます。ビットエラーテスト等を実施する際は、クロックが安定してからテストを

開始して下さい。プロトコルアナライザ等は、モード切替え時にクロックが変化

することがあり、その際モデムが再トレーニングを行うことがあります。

ＳＴ１には、キャリア速度と同一の周波数±５０ppmの連続したクロックを供給し

て下さい。（例：キャリア速度が９,６００bpsの場合、９,６００Hz±５０ppm）

注意

同期モードでは、設定に関わらずＡＴ＆Ｄ，＆Ｓ，＆Ｃの各コマンドは無効とな

ります。ＥＲ信号は有効で、ＣＤ，ＤＲはモデム状態を示します。

コマンドレスモードではＤＳＷ３のビット２，３が無効になります。

同期モードでは、ＣＤ，ＤＲ，ＣＳの各信号が全てオンになると通信可能状態に

なります。また、切断中および再トレーニング中はＣＳがオフします。

（８）アンサートーンの有無

ＭＣ１４４Ｂでは、コマンドレスモードの接続手順においてアンサートーンの有

無を設定することができます。ＭＣ１４４Ｂ同士の接続の際は、アンサートーン

無しの設定で使用されることをお奨めします。

Ｖ．２２ １２００ｂｐｓの場合にはアンサートーン有りの設定をご使用下さい。

アンサートーンの設定は、必ず対向モデムも同じ設定でご使用下さい。アンサー

トーンを使用する機種との接続では、アンサートーン有りの設定にしてご使用下

さい。

注意

アンサートーンの有るモデムと無いモデムの接続はできないことがあります。
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（９）データ圧縮

エラーフリーで通信している時は、設定によりデータ圧縮の機能を使用すること

ができます。データ圧縮は、ＩＴＵ－Ｔ Ｖ．４２ｂｉｓまたはＭＮＰ５に従いま

す。圧縮比は、データの内容により変化し一定ではありません。

（１０）１１ビット長キャラクタフォーマット

コマンドレスモードにおいてバッファモードに限り１１ビット長キャラクタフォ

ーマットを使用することができます。ＤＩＰスイッチで１１ビットキャラクタを

選択すると、自動的にバッファモードが選択されます。

注意

ＤＴＥ－モデム間の通信においてパリティビットは設定可能ですが、パリティビ

ットは対向モデムには伝送されません。

端末間でモデムを通してパリティチェックを行うことはできませんのでご注意下

さい。

（１１）有効な機能一覧

動作モードによって有効な機能と無効な機能があります。

下表を参考してご使用下さい。○は有効×は無効を示します。

公 ２ ４ Ｌ ＲＬＢ 自 Ｅ 11 送 受
衆 線 線 Ｌ 動 Ｒ ビ 出 信
回 式 式 Ｂ コ ス 再 リ ッ レ レ
線 専 専 マ イ 接 セ ト ベ ベ

動作モード 用 用 コ ン ッ 続 ッ キ ル ル
回 回 マ ド チ ト ャ 設 設
線 線 ン 起 起 ラ 定 定

ド 動 動 ク
起 タ
動 注 注

ｴﾗｰﾌﾘｰ (AT&Q5) ○ × × × × × × ○ × ○ ○

ＡＴ ﾊﾞｯﾌｧ (AT&Q6) ○ × × × × × × ○ × ○ ○
コマンド
モード ﾀﾞｲﾚｸﾄ (AT&Q0) ○ × × ○ ○ × × ○ × ○ ○
公衆回線

同期 (AT&M1～3) ○ × × × × × × ○ × ○ ○

ｴﾗｰﾌﾘｰ (AT&Q5) × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○

ＡＴ ﾊﾞｯﾌｧ (AT&Q6) × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○
コマンド
モード ﾀﾞｲﾚｸﾄ (AT&Q0) × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○
専用回線

同期 (AT&M1～3) × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○

エラーフリー × ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○

コマンド バッファ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○
レス
モード ダイレクト × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○

同期 × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○

送出レベル、受信レベルの変更は、どのモードでも可能です。注意

送出レベルの変更には、工事担任者の資格が必要です。
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１．１０ 表示部の説明

各種表示用ＬＥＤにより、モデムの動作状態を知ることができます。

ＬＥＤ名称 意味 機能

ＰＯＷＥＲ(緑) 電源投入 電源オンを表示

ＳＤ 送信データ ＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２の信号をモニタ

ＲＤ 受信データ 〃

ＥＲ 端末レディ 〃 注

ＤＲ モデムレディ 〃

ＲＳ 送信要求 〃 注

ＣＳ 送信可 〃

ＣＤ キャリア検出 〃

ＯＨ オフフック モデムが回線を捕捉していることを表示、

パルスダイヤル中は点滅

ＭＲ モデム状態 モデム通信中に点灯、通信状態が悪い時に消灯、

ＲＬＢテスト中に消灯

ＥＣ エラーフリー エラー訂正リンク確立で点灯

表示なきＬＥＤ色は赤色です。

ＥＲ，ＲＳは、ＤＴＥからの信号をモニタしてそのまま表示しますので、注意

モデムの設定により変化しません。
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２ 接続のしかた
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２．１ 機器の接続

モデムをご使用になる前に、接続が正しいか確認して下さい。

電話線からは、モジュラーケーブル①によって、モジュラージャックとモデムの回線接続

用モジュラーコネクタを接続します。外付け電話機をご使用の際は、電話機用モジュラー

コネクタに接続して下さい。回線をモデム専用としてご使用になる際は、外付け電話機は

必要ありません。

注意

外付け電話機からダイヤルパルスによりダイヤルを行う時は、モデムの自動着信機能を

オフ（ＡＴＳ０＝０）にして下さい。ダイヤル信号を呼出信号と認識して、自動着信動作

を開始してしまいます。外付け電話機と自動着信を使用する場合には、トーンダイヤルの

回線をご使用下さい。

ＤＴＥ（パソコン等の端末装置）との接続は、付属のＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２ケーブル②

によってＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２コネクタを接続します。

①

AC10 0 V DTE DSW 1 TEL L I N E

FG

②

AC10 0 V D TE D SW 1 TEL L I N E

FG

DTE
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ＤＯＳ／Ｖパソコン等は、シリアルポートが、９ピンとなっていますので、付属の

変換コネクタ③とＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２ケーブル②を使用して接続します。

また、必ず接地端子ＦＧをアース④と接続して下さい。アース線は付属しておりません。

市販の物をご使用願います。

モデムは必ず接地してご使用下さい。接地しない場合、感電の危険が！警告
あります。

COM

A C 1 0 0 V D TE D SW 1 TEL L I N E

FG

③

②

④
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ＭＣ１４４Ｂの電源は、ＡＣ１００Ｖに対応します。ＡＣプラグ⑤をコンセントに差し込

んでご使用下さい。動作可能な電源電圧範囲はＡＣ８５～１３２Ｖです。

ＭＣ１４４Ｂ／Ｄの電源は、ＤＣ１２ＶまたはＤＣ２４Ｖに対応します。動作可能な電源

電圧範囲はＤＣ９～３０Ｖです。ＤＣ入力コネクタ⑥に電線⑧を差し込み、ネジ⑦を締め

て固定し、電源に接続して使用します。接続用の電線は付属しておりませんので、別途ご

用意下さい。

端子台へは、ＡＷＧ２２～１６または心線太さが同等の電線が適用可能です。

被覆の剥離長さは、８～１０mmとして下さい。剥離部分が長すぎますと、ショートの原因

となります。

ネジの推奨締め付けトルクは約０．４Nmです。

電線の締め付けの際、ドライバーをネジに対して垂直に当たるように調整して下さい。

ドライバーは、２．５mmのマイナスドライバーをご使用下さい。

電源には極性があります。表示に従って極性を間違えないように！警告
接続して下さい。極性を間違えて接続しますと、破損，発火の危険が

あります。

また、電圧が印加した状態での配線作業は絶対にしないで下さい。

注意

ＤＣ電源は９～３０Ｖの範囲でご使用下さい。バッテリー等の電源をご使用の際は、電源

電圧の低下によって使用中に９Ｖを下回ることのないようご配慮願います。９Ｖ未満の電

圧での動作は保証されません。

また、電源には安定した電源を接続してください。

A C 1 0 0 V D TE D SW 1 TEL L I N E

FG

⑤

DC 1 2 V
D TE D SW 1 TEL L I N E

FG

+     -

⑥

⑦

⑧
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２．２ 自動発着信

ＡＴコマンドモードでは、ＡＴコマンドによって自動的にダイヤルして回線に接続し相手

モデムと接続することができます。

例えば、電話番号 ０１－２３４５－６７８９ の場合

・ＡＴＤ０１－２３４５－６７８９

と入力すれば、モデムは自動的に回線に接続して相手モデムと接続を行います。

ダイヤルコマンドには、ダイヤルパルス式か、トーン式かの選択、および内線からの接続

時に使用されるポーズ時間などさまざまな設定が可能なオプション設定があります。

使用可能なＡＴコマンドの設定については、４章を参照下さい。

相手からかかってきた電話を自動的にモデムに捕捉させる場合は、

・ＡＴＳ０＝ｘ

と入力し、Ｓ０レジスタに呼び出し回数ｘを設定しておきます。

Ｓ０レジスタに”０”以外の数値が設定されていると、モデムはその回数の呼び出し信号

を待った後自動的に回線に接続し、相手モデムと接続を開始します。

Ｓ０レジスタの工場出荷値は”０”となっています。自動着信を行う場合にはＳ０レジス

タを設定して下さい。

Ｓレジスタの詳細は、４章を参照下さい。

また、呼び出し中に、

・ＡＴＡ

と入力した場合にも同様に、モデムは回線に接続し、相手モデムと接続を開始します。

途中で接続をやめたい場合には、端末からなにかのデータを入力して下さい。接続前にデ

ータが入力されると、モデムは接続を中止して回線を解放します。

接続完了後に切断する場合は、エスケープシーケンスによってオンラインコマンドモード

に移行してから

・ＡＴＨ

と入力すれば、モデムは通信を切断します。

エスケープシーケンスは連続して”＋＋＋ＡＴ ”と入力することにより動作します。・

モードの移行とエスケープシーケンスについては４章を参照下さい。

また、ＡＴ＆Ｄ２ の設定では、端末側からＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２のＥＲ信号をオフす

ることによっても通信を切断することができます。
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余白
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３ 専用回線でのご使用
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３．１ 専用回線への接続

公衆回線、２線式専用回線、４線式専用回線ではそれぞれモジュラージャックの信号線が

異なります。公衆回線はモジュラージャックの３番と４番を使用して接続します。２線式

専用回線はモジュラージャックの３番と４番または２番と５番を使用して接続します。

２番端子と３番端子および４番端子と５番端子はどちらを使用してもかまいません。

４線式専用回線での通信では、モジュラー線は付属の６Ｐモジュラーケーブルを端子台等

に接続してご使用下さい。

以下に接続を示します。

専用回線
No. 色 公衆回線

２線式 ４線式

１ 青 － － ＲＬ２ ＲＬ２

２ 黄 － Ｌ２ ＳＬ２ ＳＬ２

３ 緑 Ｌ２ Ｌ２ ＳＬ２ 送信側回線

４ 赤／茶 Ｌ１ Ｌ１ ＳＬ１
受信側

５ 黒 － Ｌ１ ＳＬ１ ＳＬ１ 回線

６ 白 － － ＲＬ１ ＲＬ１

２線式、４線式の通信ではそれぞれ下表のように接続して下さい。

４線式では、受信回線と送信回線をクロスして接続する必要があります。

自モデム ケーブル 相手モデム

２ Ｌ１ Ｌ１
線
式 Ｌ２ Ｌ２

ＲＬ１ ＲＬ１
４

ＳＬ１ ＳＬ１
線

ＳＬ２ ＳＬ２
式

ＲＬ２ ＲＬ２

654321

１－青

２－黄

３－緑

４－赤または茶

５－黒

６－白



- 33 -

３．２ 専用回線ＡＴコマンドモード

ＤＩＰスイッチの設定により専用回線を使用してＡＴコマンドモードで使用することがで

きます。このモードでは、使用する回線が専用回線となるだけで、あとはＡＴコマンドモ

デムと変わりません。

ＡＴコマンドによって様々な設定を行ってから、専用回線にて接続を行います。

このモードでは、ＤＩＰスイッチにより２線式専用回線／４線式専用回線の切り替えが可

能です。接続は、ＡＴＤ ，ＡＴＡ をそれぞれ入力して行います。・ ・

３．３ コマンドレスモード

このモードでは、ＡＴコマンドを使用しません。

電源投入後、ＥＲオンにより（設定によりＥＲを無視することもできます。）モデムは設

定に従って、相手モデムと接続を行います。

モデムの設定は、ＤＩＰスイッチにより変更します。設定を行ったら、あとは電源を投入

するだけで、モデムは接続を行い、通信状態を維持します。

ＤＩＰスイッチで設定できない機能を使用する場合に、あらかじめ設定しておく必要のあ

るＡＴコマンドがあります。設定する時は、ＡＴコマンドモードで設定を行い、ＡＴ＆Ｗ

コマンドで設定を記憶してからコマンドレスモードを起動して下さい。

コマンドレスモードで参照されるＡＴコマンドは、４章を参照して下さい。

注意

回線状態によっては、設定した通信速度が不可能な場合があります。特に、高速になるほ

ど良好な回線特性および回線品質を必要としますのでご注願います。

回線状態に合わせて、より低い速度を選択したり、送信レベルを調整する必要があること

があります。

また、長期間の連続運転の場合には、途中でリトレーニングのための通信中断または切断

が発生することがあります。一旦切断しても、コマンドレスモードでは自動的に再接続を

行いますが、再接続の際に数秒～数十秒の間、通信が途絶えることがありますのでご注意

下さい。

ご使用になられるシステムで通信中断に対する評価等、事前の評価を十分に行ってからご

使用下さい。

注意

専用回線で接続中にモジュラーコネクタが引き抜かれた場合、キャリア速度が４，８００

ｂｐｓ以上では、回線断の検出に暫く時間がかかることがあります。

４，８００ｂｐｓ以上ではエコーキャンセル方式を使用しているため、送信信号が受信信

号に回り込むことによってこの状態が発生します。回線を再度接続すれば通信を行える状

態に回復します。この状態は、より低い速度で発生しやすく、回線を直結して断線試験等

を行う時等に発生することがあります。回線の切断を即時検出する必要がある時は、上位

のアプリケーションにより通信データレベルでの監視を行って下さい。また、エラーフリ

ーではプロトコルによって切断しますのでこの状態を回避することができます。
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注意

モデムを使用した通信では、回線状態によってデータにエラーが発生する場合や、接続お

よび切断の際に、エラーデータを出力する場合があります。

また、回線状態により接続中にリトレーニングや回線断が発生することがあり、一時的な

通信中断が発生することがあります。

システムへの適用は、リカバリ手段の実装と事前の十分な評価をお願い致します。
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４ ＡＴコマンド
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４．１ ＡＴコマンド概要

（１）ＡＴコマンドの形式

ＡＴコマンドは”ＡＴ”または”ａｔ”で始まる文字列で表され、コマンド列の

終了はキャリジリターン で表されます。・

ＡＴコマンドでは、”ＡＴ”と打ち込まれた時にＤＴＥの速度およびキャラクタ

フォーマットを自動認識します。認識された速度およびフォーマットはＡＴ＆Ｗ

で記憶することができます。モデムの速度およびフォーマットがＤＴＥの速度、

フォーマットと異なると正常に通信ができません。通信前に必ずＡＴ と入力し・

て下さい。

”Ａｔ”または”ａＴ”で始まるものはコマンドとして認識されません。

コマンドに使用可能な文字、はＡＳＣＩＩキャラクタに限定されています。コン

トロールキャラクタはＣＲ，ＬＦ，ＢＳのみ使用可能であり、他のコントロール

キャラクタは無視されます。

コマンド列では複数のコマンドを指定し、実行することができます。１行のコマ

ンド中に入力可能な文字数はＡＴ，ＣＲを含めて最大４０文字です。

Ａ，Ｄ，Ｏ，Ｚ，＆Ｔ，＆Ｚのコマンドは必ずコマンド列の最後に配置されなけ

ればなりません。これらのコマンドの後に続くコマンドは無視されます。

ＡＴコマンドの実行結果は、リザルトコードで返されます。

コマンド列中に構文エラーまたはパラメータエラーが見つかったときは、エラー

の後のコマンドは無視され”ＥＲＲＯＲ”リザルトコードを出力しますが、そこ

までのコマンドは実行されます。コマンドに続くパラメータの数値が省略された

場合は”０”として扱われます。

コマンド入力後、リザルトコードが返されるまでの間は、他のコマンドを受け付

けません。またＡ，Ｄコマンド等で接続中は、接続前に他のキャラクタを受信す

ると呼を放棄して”ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ”を返します。

注意

他機種モデムとの互換性を保持するため、”ＯＫ”を返すだけで何も実行しない

コマンドがあります。

注意

コマンド入力に対して”ＯＫ”が返るまでの間は、入力を受け付けません。その

間にコマンドを送出しても実行されませんのでご注意下さい。

Ａ Ｔ コマンド列 CR

最大４０文字

（２）リザルトコードの形式

リザルトコードは次の２つの形態を持っています。

英文字列形式

CR LF 英文字列 CR LF

数値形式

数値文字列 CR
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（３）データフォーマット

ＡＴコマンドモードで使用可能なデータフォーマットは、下表のとおりです。

ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長 ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ ｷｬﾗｸﾀ長

１ ７ ＮＯＮＥ ２ １０

１ ７ ＯＤＤ １ １０

１ ７ ＥＶＥＮ １ １０

１ ８ ＮＯＮＥ １ １０

注意

ＡＴコマンドモードでは、１１ビット長キャラクタは扱えません。

注意

パリティビットはモデム－ＤＴＥ間について有効です。モデムーモデム間の伝送

ではパリティビットは除去され、相手モデムには伝送されません。

（４）エスケープコード シーケンス

接続後オンラインデータモードとなったモデムに、エスケープコードを入力する

と、モデムはオンラインコマンドモードとなります。（エスケープモードとも言

います。）

モードの移行は、３つの連続したエスケープコード”＋＋＋”と”ＡＴ ”を入・

力することで可能となります。

ﾃﾞｰﾀ ＋＋＋ＡＴ ｺﾏﾝﾄﾞ・

ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞ ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ

オンラインコマンドモードからオンラインデータモードへの移行は、ＡＴＯコマ

ンドによって行います。

注意

転送するデータの中に”＋＋＋ＡＴ ”が存在すると、送信側モデムはデータ転・

送中にエスケープシーケンスに移行します。データ中に”＋＋＋ＡＴ ”が入ら・

ないようご配慮願います。エスケープシーケンスを無効とするには、Ｓ２レジス

タに２５５を設定してください。

注意

オンラインコマンドモードでは、受け付けないコマンドがあります。

通信条件等の接続に関するコマンドは一旦切断してから変更してください。
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（５）Ｓレジスタ

Ｓレジスタはモデムの動作を規定し、あるいは動作状況を表します。

Ｓレジスタ中、特定のレジスタはＡＴ＆Ｗコマンドによって不揮発メモリに記憶

することができます。その内容は、電源投入あるいはＥＲ信号のＯＮ→ＯＦＦ

（ＡＴ＆Ｄ３の場合）またはＡＴＺコマンドで呼び出すことができます。

一部のＳレジスタの値は、ＡＴコマンドを実行すると変化します。

注意

不揮発メモリの書込回数には制限があります。頻繁に書込を行うようなアプリケ

ーションでのご使用はお避け下さい。

（６）状態の移行

ＡＴコマンドモデムの状態は次の３つの状態があります。

ａ．オフラインコマンドモード

通常のＡＴコマンド入力が可能な状態です。

ｂ．オンラインデータモード

データ通信を行っている状態です。

ｃ．オンラインコマンドモード

データ通信の可能な状態のまま、ＡＴコマンドが入力可能な状態です。

この状態では端末同士の通信はできません。

このモードで入力されたコマンドは相手モデムには伝送されません。

状態の移行は下図のようになります。

オンライン状態

ATD,ATA

自動発着信

ｵﾌﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ ｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞ

ER OFF,ｷｬﾘｱ断 ↑ATO ↓ｴｽｹｰﾌﾟ,ER OFF

ER OFF,ｷｬﾘｱ断,ATH ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ

ＥＲ制御は、ＡＴ＆Ｄコマンドの設定に従います。注意

（７）テストコマンドの制限事項

ＡＴ＆Ｔ１，＆Ｔ８によるテスト（Ｖ．５４，ループ３）を行う場合および、

ＡＴ＆Ｔ６，＆Ｔ７によるテスト（Ｖ．５４，ループ２）は、回線状態によって

は成功しない場合があります。１回のテスト結果で判断せずにリトライ処理など

を行って下さい。
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４．２ ＡＴコマンド一覧

ＡＴコマンドの種類と機能を以下に示します。

コマンド欄の”＊”マークはデフォルト値（工場出荷値）を表します。

＆Ｗ欄の○印は、ＡＴ＆Ｗコマンドによって記憶可能なことを示します。

＆Ｗ欄の△印は、ＡＴ＆Ｗコマンドと無関係に、コマンド実行時に記憶されることを示し

ます。

コマンド 機 能 &W

Ａ／ 直前に実行されたコマンドを実行します。 は必要ありません。・

Ａ ｵﾌﾌｯｸを行って呼に応答します。

Ｄｎ ｵﾌﾌｯｸを行ってﾀﾞｲﾔﾙし、ｵﾘｼﾞﾈｰﾄﾓｰﾄﾞでﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸを開始します。

ﾀﾞｲﾔﾙ nが入力されない場合は､ﾀﾞｲﾔﾙを行わずにｵﾘｼﾞﾈｰﾄﾓｰﾄﾞで

ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸを開始します。

以下ＡＴＤコマンド中で使用可能な記述を示します。

0-9 ﾀﾞｲﾔﾙNo.として使用します。

A-D ﾀﾞｲﾔﾙNo.(ﾄｰﾝﾀﾞｲﾔﾙ) として使用します。

＊ ﾀﾞｲﾔﾙNo.(ﾄｰﾝﾀﾞｲﾔﾙ) として使用します。

＃ ﾀﾞｲﾔﾙNo.(ﾄｰﾝﾀﾞｲﾔﾙ) として使用します。

Ｐ ﾊﾟﾙｽﾀﾞｲﾔﾘﾝｸﾞを一時的に選択します。

Ｔ ﾄｰﾝﾀﾞｲﾔﾘﾝｸﾞを一時的に選択します。

Ｓn AT&Znにて記憶されたﾀﾞｲﾔﾙNo.をﾀﾞｲﾔﾙします。

！ 0.5秒間ｵﾝﾌｯｸを行います。

Ｗ S7で指定した時間ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝを待機します。

＠ ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝ検出後に、ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ周波数において、5秒間の無音待機

を行い、＠の後にﾀﾞｲﾔﾙ番号があればﾀﾞｲﾔﾙします。 注1

待機中にｱﾝｻｰﾄｰﾝを検出した場合はﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸを開始します。

ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝを検出すると"BUSY"を返します。S7ﾀｲﾑｱｯﾌﾟまでﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝ

を検出すると"NO ANSWER"を返します。

， S8で指定した、ﾀﾞｲﾔﾙﾎﾟｰｽﾞ時間をとります。

； ﾀﾞｲﾔﾙ後回線を切らずにｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞに戻ります。

()- ｶｯｺ､ﾏｲﾅｽ､ｽﾍﾟｰｽは無視されます。

Ｅ０ ｺﾏﾝﾄﾞ ｴｺｰを返しません。 ○

Ｅ１ * ｺﾏﾝﾄﾞ ｴｺｰを返します。

Ｈ０ ｵﾝﾌｯｸしﾊﾝｸﾞｱｯﾌﾟ ｼｰｹﾝｽを開始します（通信を切断します）

Ｈ１ ｵﾝﾌｯｸの場合ｵﾌﾌｯｸを行います。

Ｉ０ "144A0"を返します。

Ｉ１ ROMのﾁｪｯｸｻﾑを返します。ﾁｪｯｸｻﾑは"000"です。

Ｉ２ ROMのﾁｪｯｸｻﾑをﾁｪｯｸし "OK" を返します。

ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ周波数とは、ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ、ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝ、ﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾄｰﾝ等に使用されている注１

周波数のことです。
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Ｍ０ ﾓﾆﾀ音を常時OFFにします。 ○

Ｍ１ * ﾓﾆﾀ音をｵﾌﾌｯｸからﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ終了までONします。

Ｍ２ ﾓﾆﾀ音を常時ONにします。

Ｍ３ ﾓﾆﾀ音をﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ中のみONします。

Ｎ０ 自動ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸを行いません。S37の速度で接続します。 ○

Ｎ１ * 接続時および再ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ時に自動ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸを行います。

ATN1では、相手ﾓﾃﾞﾑとの間で速度調整を行い、速度の低いﾓﾃﾞﾑに合わ

せて接続することができますが、接続中に速度が変わることがありま

す。速度の上限はS37の設定に従います。 注2

Ｏ０ ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞからｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞに戻ります。

Ｏ１ ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞからﾘﾄﾚｲﾝを行ってｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞに戻ります。

Ｐ * ﾊﾟﾙｽ・ﾀﾞｲﾔﾙを使用します。以後ﾊﾟﾙｽﾀﾞｲﾔﾙを使用します。 ○

Ｑ０ * DTEへﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞを返します。 ○

Ｑ１ DTEへﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞを返しません。

Ｓｎ 以後のATSｺﾏﾝﾄﾞのﾃﾞﾌｫﾙﾄとしてSnﾚｼﾞｽﾀを選択します。

Ｓｎ？ Ｓｎﾚｼﾞｽﾀの値を返します。

Ｓn=v Ｓｎﾚｼﾞｽﾀを値ｖにｾｯﾄします。(書込み可能ﾚｼﾞｽﾀのみ）

＝ｖ ﾃﾞﾌｫﾙﾄＳﾚｼﾞｽﾀの値をｖにｾｯﾄします。

？ ﾃﾞﾌｫﾙﾄＳﾚｼﾞｽﾀの値を返します。

Ｔ ﾄｰﾝﾀﾞｲﾔﾙを使用します。以後ﾄｰﾝﾀﾞｲﾔﾙを使用します。 ○

Ｖ０ 数値でﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞをﾚﾎﾟｰﾄします。 ○

Ｖ１ * 英文字列でﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞをﾚﾎﾟｰﾄします。

Ｗ０ * CONNECTﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞをDTE速度でﾚﾎﾟｰﾄします。 ○

Ｗ１ CONNECTﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞをｷｬﾘｱ速度，ﾌﾟﾛﾄｺﾙ，DTE速度の順に多段形式で

ﾚﾎﾟｰﾄします。PLOTOCOL XXXX,CARRIER XXXXが追加ﾚﾎﾟｰﾄされます。

Ｗ２ CONNECTﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞをｷｬﾘｱ速度でﾚﾎﾟｰﾄします。

自動フォールバック機能は、相手モデムの速度に合わせてフォールバックする注２

機能です。回線品質等によって自発的に速度を変化する機能ではありません。
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Ｘ０ 基本ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞをﾚﾎﾟｰﾄします。Wｺﾏﾝﾄﾞは無効です。 ○

（ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝ,ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝの検出を行いません）

OK,CONNECT,RING,NO CARRIER,NO ANSWER，ERRORをﾚﾎﾟｰﾄします。

Ｘ１ 基本ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞおよび接続ｽﾋﾟｰﾄﾞをﾚﾎﾟｰﾄします。

（ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝ,ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝの検出を行いません）

OK,CONNECT,RING,NO CARRIER,NO ANSWER,CONNECT XXXX,ERRORを

ﾚﾎﾟｰﾄします。

Ｘ２ 基本ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞおよび接続ｽﾋﾟｰﾄﾞをﾚﾎﾟｰﾄします。

（ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝ,の検出を行いません）

OK,CONNECT,RING,NO CARRIER,NO ANSWER,NO DIALTONE,CONNECT XXXX,

ERRORをﾚﾎﾟｰﾄします。

Ｘ３ 基本ｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞおよび接続ｽﾋﾟｰﾄﾞをﾚﾎﾟｰﾄします。

（ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝ の検出を行いません）

OK,CONNECT,RING,NO CARRIER,NO ANSWER,BUSY,CONNECT XXXX,ERROR

をﾚﾎﾟｰﾄします。

Ｘ４ * すべてのｺｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞおよび接続ｽﾋﾟｰﾄﾞをﾚﾎﾟｰﾄします。

OK,CONNECT, RING,NO CARRIER,NO ANSWER,CONNECT XXXX,BUSY,

NO DIALTONE,DELAYED，ERRORをﾚﾎﾟｰﾄします。

Ｙ０ * 呼放棄機能は無効です。 ○

Ｙ１ 呼放棄機能は有効です。

ｷｬﾘｱ速度4800bps以上では、回線を切る前に呼放棄信号を送出します｡

ｷｬﾘｱ速度2400bps以下では、ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ時に限り回線を切る前にﾛﾝｸﾞｽ

ｽﾍﾟｰｽを送出します。ﾛﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽを受信した場合には回線を切ります。

Ｚ０ ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ後、記憶したﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ0を使用します。

Ｚ１ ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ後、記憶したﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ1を使用します。

＆Ｃ０ ｷｬﾘｱ状態とは無関係に(CD)を強制的にｵﾝします。 ○

＆Ｃ１ * (CD)はｷｬﾘｱ状態に従います。

＆Ｄ０ * (ER)は常時ONとみなされます。 ○

＆Ｄ１ ｵﾝﾗｲﾝ中の(ER)OFFでｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞに移行します。

＆Ｄ２ (ER)OFFで回線を切断し、(ER)OFFではｵｰﾄｱﾝｻｰは行いません。

＆Ｄ３ (ER)OFFで回線を切断し、ｿﾌﾄﾘｾｯﾄ(ATZと同様)を行います。

＆Ｆ 工場出荷値を使用します。

＆Ｋ０ ﾌﾛｰ制御を行いません。 ○

＆Ｋ３ * (RS)／(CS) ﾌﾛｰ制御を行います。

＆Ｋ４ XON／XOFF ﾌﾛｰ制御を行います。

＆Ｋ５ XON／XOFF ﾌﾛｰ制御を行います。 XON／XOFFは透過します。
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＆Ｍ０ * 調歩同期ﾓｰﾄﾞを選択します。 ○

＆Ｍ１ 調歩同期ｵﾌﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞを持つ同期ﾓｰﾄﾞを選択します。

＆Ｍ２ 同期ﾓｰﾄﾞを選択します。

(ER)ONで、AT&Z0で保存した ﾀﾞｲﾔﾙNo.でﾀﾞｲﾔﾘﾝｸﾞを行います。

AT&Z0でﾀﾞｲﾔﾙ No.が記憶されていない場合にはﾓﾃﾞﾑはﾀﾞｲﾔﾙなしで

ｵﾘｼﾞﾈｰﾀとして接続を開始します。(ER)OFFで切断します。

ｱﾝｻﾗは、S0≠0として自動着信の設定にしておきます。

(ER)OFFでｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞが有効となります。

＆Ｍ３ 同期ﾓｰﾄﾞを選択します。

(ER)ONでｵﾘｼﾞﾈｰﾀとしてﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸを開始します｡

ｱﾝｻﾗは、S0≠0として自動着信の設定にしておきます。

(ER)OFFで切断します。(ER)OFFでｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞが有効となります。

注3

＆Ｐ０ * ﾒｲｸ／ﾌﾞﾚｰｸ比が33%／67%の10ppsﾊﾟﾙｽ・ﾀﾞｲﾔﾙを使用します。 ○

＆Ｐ１ ﾒｲｸ／ﾌﾞﾚｰｸ比が33%／67%の10ppsﾊﾟﾙｽ・ﾀﾞｲﾔﾙを使用します。

＆Ｐ２ ﾒｲｸ／ﾌﾞﾚｰｸ比が33%／67%の20ppsﾊﾟﾙｽ・ﾀﾞｲﾔﾙを使用します。

＆Ｐ３ ﾒｲｸ／ﾌﾞﾚｰｸ比が33%／67%の20ppsﾊﾟﾙｽ・ﾀﾞｲﾔﾙを使用します。

＆Ｑ０ 調歩同期ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞを選択します。 ○

＆Ｑ５ * ｴﾗｰ訂正ﾘﾝｸを行います。接続ｼｰｹﾝｽはS36,S48に従います。

&Q5の設定では以下のようにS48に従います。

S48=0では LAP-Mに失敗したら切断します。

S48=1では MNPで接続を試み、失敗したら切断します。

S48=2では MNPで接続を試み、失敗したらﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞで接続します。

S48=3では V.42検出ﾌｪｰｽﾞを行わないで、LAP-Mで接続を試みます。

S48=7では LAP-Mに失敗したらMNPで接続を試みます。

S48=128では LAP-Mに失敗したらS36に従います。

（S48=1,2,3では、V.42検出ﾌｪｰｽﾞを行いません）

＆Ｑ６ 調歩同期ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞを選択します。

＆Ｒ０ 同期ﾓｰﾄﾞにて(CS)は(RS)に従ってS26の遅延で動作します。 ○

調歩同期ﾓｰﾄﾞでは(CS)はﾌﾛｰ制御に従います。

＆Ｒ１ * 同期ﾓｰﾄﾞでCSは通信可でｵﾝです。

調歩同期ﾓｰﾄﾞでは(CS)はﾌﾛｰ制御に従います。

＆Ｓ０ * (DR)は常時ｵﾝです。 ○

＆Ｓ１ (DR)はﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸからｷｬﾘｱ断までｱｸﾃｨﾌﾞです。

&Mｺﾏﾝﾄﾞは&Qｺﾏﾝﾄﾞより優先されます。注３

&M1～3が設定されると、強制的にAT&Q0の設定になります。

同期ﾓｰﾄﾞでは、AT&Dｺﾏﾝﾄﾞに関わらずER信号に従います。

同期ﾓｰﾄﾞは、V.21 300bps では動作致しません。
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以下のﾃｽﾄｺﾏﾝﾄﾞは、調歩同期、ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ時のみに使用可能です。

＆Ｔ０ 進行中のﾃｽﾄを終了(S16をｸﾘｱ)します。

＆Ｔ１ ﾛｰｶﾙ・ｱﾅﾛｸﾞ・ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸﾃｽﾄ(LLB)を開始(V.54ﾙｰﾌﾟ3)します。

ｵﾝﾗｲﾝ時は ERROR を返します。

＆Ｔ４ ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑからのﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ･ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ(RLB)要求に応答します。

＆Ｔ５ * ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑからのﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ･ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ要求を無視します。

＆Ｔ６ ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑに対してｾﾙﾌﾃｽﾄなしのRLBを要求(V.54ﾙｰﾌﾟ2)します。

ｵﾌﾗｲﾝ時は ERROR を返します。

＆Ｔ７ ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑに対してｾﾙﾌﾃｽﾄ付きのRLBを要求(V.54ﾙｰﾌﾟ2)します。

ｵﾌﾗｲﾝ時は ERROR を返します。

＆Ｔ８ ｾﾙﾌﾃｽﾄ付きでﾛｰｶﾙ･ｱﾅﾛｸﾞ･ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸを開始 (V.54ﾙｰﾌﾟ3)します。

ｵﾝﾗｲﾝ時は ERROR を返します。

ﾃｽﾄﾀｲﾏが連続(S18=0)の時は、ﾃｽﾄ中にｴｽｹｰﾌﾟｼｰｹﾝｽでｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞに移行

してからAT&T0を実行してﾃｽﾄを終了します。

注4

＆Ｖ 現在のｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝと記憶されたｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ表示します。

表示中にｷｬﾗｸﾀを送ると表示を中止します。

＆Ｗ０ 現在のｱｸﾃｨﾌﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾙをﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ0に記憶します。

＆Ｗ１ 現在のｱｸﾃｨﾌﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾙをﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ1に記憶します。

＆Ｘ０ * 同期ﾓｰﾄﾞにおいて同期ｸﾛｯｸは ST2-RT を使用(ﾓﾃﾞﾑｸﾛｯｸ)します。 ○

＆Ｘ１ 同期ﾓｰﾄﾞにおいて同期ｸﾛｯｸは ST1-RT を使用(DTEｸﾛｯｸ）します。

＆Ｘ２ 同期ﾓｰﾄﾞにおいて同期ｸﾛｯｸは RT-RT を使用します。RTは受信ｷｬﾘｱ

から抽出したｸﾛｯｸを使用します。

＆Ｙ０ * 電源投入時にﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ0を使用します。 △

＆Ｙ１ 電源投入時にﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ1を使用します。

&Zn=x n=0～3に1桁以上33桁以下の電話番号Xを記憶します。 △

xに文字がない場合には値をｸﾘｱします。

％Ｃ０ ﾃﾞｰﾀ圧縮を使用しません。 ○

％Ｃ１ * ﾃﾞｰﾀ圧縮 V.42bisまたは MNP5 を使用します。

％Ｅ０ 自動ﾘﾄﾚｲﾝを行いません。 注5 ○

％Ｅ１ * 自動ﾘﾄﾚｲﾝを行います。（V.22bis,V.32,V.32bis）

ｷｬﾘｱ速度が300bpsの時は、RLBは起動できません。注４

RLBについては、 「RLBの起動」の制限事項をご参照下さい。1.8.1

V.21,V.22では、自動リトレイン機能はありません。注５
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￥Ｂｎ ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑに対して ﾌﾞﾚｰｸ信号を送出します｡ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞでは無効です｡

・ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞでは、n×100msのﾌﾞﾚｰｸ信号を送出します。(n=0は300ms)

ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞにてﾌﾞﾚｰｸを受信したﾓﾃﾞﾑは、300ms固定長ﾌﾞﾚｰｸ信号を

DTEに送ります。

・V.42では \Knに従ったﾌﾞﾚｰｸ信号処理ﾌﾚｰﾑとn×100msのﾌﾞﾚｰｸ信号を

送出します。

ﾌﾞﾚｰｸを受信したﾓﾃﾞﾑは､ﾌﾞﾚｰｸ長情報に従った長さのﾌﾞﾚｰｸ信号を

DTEに送出します。

・MNPでは \Knに従ったﾌﾞﾚｰｸ信号処理ﾌﾚｰﾑのみが送られます。

ﾌﾞﾚｰｸを受信したﾓﾃﾞﾑは300ms固定の ﾌﾞﾚｰｸ信号をDTEに送ります。

￥Ｆ &Zｺﾏﾝﾄﾞで記憶されている電話番号を表示します。

￥Ｋｎ ﾌﾞﾚｰｸ信号の処理を設定します。状態により動作が異なります。 ○

ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞまたはｴﾗｰﾌﾘｰﾓｰﾄﾞ時のｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞ中にDTEからﾌﾞﾚｰｸ信号

を受信したとき

0 ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞに移行し、ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑにはﾌﾞﾚｰｸを送りません｡

* 5 送信ﾊﾞｯﾌｧ内ﾃﾞｰﾀを送出後、ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑにﾌﾞﾚｰｸを送ります。

ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞまたはｴﾗｰﾌﾘｰﾓｰﾄﾞ時のｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ中にDTEからﾌﾞﾚｰｸ信

信号を受信したとき（AT\Bを含む）

* 0,5 送信ﾊﾞｯﾌｧ内ﾃﾞｰﾀを送出後、ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑにﾌﾞﾚｰｸを送ります。

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ時のｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞ中にDTEからﾌﾞﾚｰｸを受信したとき

0 直ちにﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑにﾌﾞﾚｰｸを送り、ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞに移行｡

* 5 直ちにﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑにﾌﾞﾚｰｸを送ります。

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ時のｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ中にDTEからﾌﾞﾚｰｸを受信したとき

* 0,5 無視します。

ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞのｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞ時にﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑからﾌﾞﾚｰｸを受け取ったとき

* 0,5 受信ﾊﾞｯﾌｧ内ﾃﾞｰﾀを送出後DTEにﾌﾞﾚｰｸを送ります。

ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞでは相手からのﾌﾞﾚｰｸ信号は無視されます。

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞのｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞ時にﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑからﾌﾞﾚｰｸを受け取ったとき

* 0,5 直ちにDTEにﾌﾞﾚｰｸを送ります。

ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞでは相手からのﾌﾞﾚｰｸ信号は無視されます。

ｴﾗｰﾌﾘｰﾓｰﾄﾞのｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞ時にﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑからﾌﾞﾚｰｸを受け取ったとき

* 0,5 ﾌﾞﾚｰｸ処理情報（送信側 \Kn設定）に従います。

ｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞでは、ﾃﾞｰﾀﾓｰﾄﾞに戻った時に実行します。

￥Ｓ２ 受信信号ﾚﾍﾞﾙをﾚﾎﾟｰﾄします。（23は約-23dBmを表します。） 注6

受信信号ﾚﾍﾞﾙは参考値です。注６

表示される信号ﾚﾍﾞﾙは、内蔵NCUのﾛｽを含むため回線端の信号ﾚﾍﾞﾙより2～3dB

低い値を示します。
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４．３ Ｓレジスタ

Ｓレジスタは、コマンドの設定状況などを格納します。Ｓレジスタ一覧表を以下に示しま

す。＆Ｗ欄の○印は、ＡＴ＆Ｗで書き込み可能なレジスタを表します。

レジスタ 機 能 範 囲 単 位 ＆Ｗ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

Ｓ０ 自動応答に対するﾘﾝｸﾞ数 0-255 回 ○ 0

（0は自動応答なし）

Ｓ１ ﾘﾝｸﾞｶｳﾝﾀ 0-255 回 0

8秒以上ﾘﾝｸﾞなしでｸﾘｱ

Ｓ２ ｴｽｹｰﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 0-127 ASCII 43

255ではｴｽｹｰﾌﾟｼｰｹﾝｽ無効

Ｓ３ ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝｷｬﾗｸﾀ 0-127 ASCII 13

Ｓ４ ﾗｲﾝ･ﾌｨｰﾄﾞｷｬﾗｸﾀ 0-127 ASCII 10

Ｓ５ ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽｷｬﾗｸﾀ 0-127 ASCII 8

Ｓ６ ｵﾌﾌｯｸからﾀﾞｲﾔﾙ開始までの待機時間 4-20 s ○ 4

Ｓ７ ｷｬﾘｱ待機時間 1-50 s ○ 50

51～255は50として扱う

Ｓ８ ﾀﾞｲﾔﾙﾎﾟｰｽﾞ時間 0-255 s ○ 2

Ｓ９ ｷｬﾘｱ検出時間 1-255 0.1s ○ 6

Ｓ１０ ｷｬﾘｱ喪失切断時間 1-255 0.1s ○ 14

255では切断せず

Ｓ１４ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 170(AAh)

Ｓ１６ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - 0

Ｓ１８ ﾃｽﾄﾀｲﾏ(&Tのﾃｽﾄ時間) 0は連続 0-255 s ○ 0

Ｓ２１ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 36(24h)

Ｓ２２ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 244(F4h)

Ｓ２３ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 63(3Fh)

Ｓ２５ ERのｵﾌ検出最小時間 0-255 0.01s ○ 5

Ｓ２６ RSからCSの遅延時間 0-255 0.01s ○ 1

同期ﾓｰﾄﾞでAT&R0設定の時有効

Ｓ２７ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 0

Ｓ３６ LAP-M失敗処理(ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ) - - ○ 7

S48=128で有効

Ｓ３７ 最大ｷｬﾘｱ接続ｽﾋﾟｰﾄﾞ(ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ) - - ○ 0

Ｓ３８ 強制ﾊﾝｸﾞｱｯﾌﾟ前の遅延 0-255 S ○ 20

255ではﾃﾞｰﾀを全て送出するまで切

断しない

Ｓ４０ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 55(37h)

Ｓ４１ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 153(99h)
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レジスタ 機 能 範 囲 単 位 ＆Ｗ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

Ｓ４２ ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｵﾌﾟｼｮﾝ - - ○ 28(1Ch)

Ｓ４４ 不活動切断ﾀｲﾏ 0-90 60s ○ 0

0では無効，ｴﾗｰﾌﾘｰでのみ有効

Ｓ４５ DTE速度(ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ) - - ○ 32(20h)

Ｓ４８ V.42ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ(ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ) - - ○ 7

Ｓ９５ ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞ制御(ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ) - - ○ 0

Ｓ９６ ｱﾝｻｰﾄｰﾝ開始時間 0-255 0.1s ○ 22(16h)

Ｓ９７ SQD監視時間(V.32,V.32bis) 1-255 10ms ○ 10(0Ah)

V.22,V.22bisでは500ms固定

Ｓ９８ 専用回線1200bps接続時ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙﾏｰｸ 0-50 0.1s ○ 28(1Ch)

送出待機時間
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４．４ Ｓレジスタビットマップ

ビットマップ設定となっているＳレジスタを以下に示します。表中（）は関連するＡＴコ

マンドを表します。

レジスタ ﾋﾞｯﾄ 値 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 機 能

Ｓ１４ 0 - 0 予約

1 0/1 1 ｺﾏﾝﾄﾞｴｺｰ ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(E0) ／ｲﾈｰﾌﾞﾙ(E1)

2 0/1 0 ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞ ｲﾈｰﾌﾞﾙ(Q0)／ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(Q1)

3 0/1 1 ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞ形式 数値(V0)／英文字列(V1)

4 0/1 0 ﾊﾟﾙｽﾀﾞｲﾔﾙ速度 10PPS(&P0,1)／20PPS(&P2,3)

5 0/1 1 ﾀﾞｲﾔﾙ形式 ﾄｰﾝ(T)／ﾊﾟﾙｽ(P)

6 - 0 予約

7 0/1 1 動作ﾓｰﾄﾞ ｱﾝｻﾗ／ｵﾘｼﾞﾈｰﾀ

Ｓ１６ 0 0/1 0 ﾛｰｶﾙｱﾅﾛｸﾞﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ (&T1)進行中

1 - 0 未使用

2 0/1 0 予約

3 0/1 0 ﾘﾓｰﾄﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ実行中 被ﾃｽﾄﾓﾃﾞﾑ

4 0/1 0 ﾘﾓｰﾄﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ (&T6)進行中

5 0/1 0 ｾﾙﾌﾃｽﾄ付きRLB (&T7)進行中

6 0/1 0 ｾﾙﾌﾃｽﾄ付きLLB (&T8)進行中

7 - 0 予約

Ｓ２１ 0 - 0 予約

1 - 0 予約

2 0/1 1 (CS)動作 RSに従う／従わない(&Rn)

3-4 0 0 (ER)は無視 (&D0)

1 (ER)ｵﾌでｵﾝﾗｲﾝｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞに移行 (&D1)

2 (ER)ｵﾌで回線断 (&D2)

3 (ER)ｵﾌでｿﾌﾄﾘｾｯﾄ (&D3)

5 0/1 1 (CD)動作 常時ON(&C0)／ｷｬﾘｱ状態(&C1)

6 0/1 0 (DR)動作 常時ON(&S0)／ｷｬﾘｱ状態(&S1)

7 0/1 0 ﾌﾞﾚｰｸ切断 無効(Y0)／有効(Y1)

Ｓ２２ 0-1 - 0 予約

2-3 0-3 1 ｽﾋﾟｰｶ制御 OFF／ｷｬﾘｱ前／常時ON／ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ(Mn)

0 ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞ制限 (X0)

4 〃 (X1)

4-6 5 〃 (X2)

6 〃 (X3)

7 7 〃 (X4)

7 - 1 予約
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レジスタ ﾋﾞｯﾄ 値 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 機 能

Ｓ２３ 0 0/1 1 RLBの許可 拒否(&T5)／許可(&T4)

0 DTEとの通信速度のﾃﾞﾌｫﾙﾄ = 300bps

2 〃 1200bps

3 〃 2400bps

1-3 4 〃 4800bps

5 〃 9600bps

7 7 〃 S45で示す

4-5 0-3 3 DTEｷｬﾗｸﾀのﾊﾟﾘﾃｨ EVEN／-／ODD／NONE

6-7 - 0 予約

Ｓ２７ 0 0 調歩同期ﾓｰﾄﾞ (&M0)

0-1 1 同期ﾓｰﾄﾞ (&M1)

2 同期ﾓｰﾄﾞ (&M2)

3 同期ﾓｰﾄﾞ (&M3)

2-3 - 0 予約

4-5 0 0 同期ｸﾛｯｸは ST2-RT（ﾓﾃﾞﾑ) (&X0)

1 同期ｸﾛｯｸは ST1-RT（DTE) (&X1)

2 同期ｸﾛｯｸは RT-RT（受信ｸﾛｯｸ） (&X2)

6-7 - 0 予約

Ｓ３６ S48=128の時のLAPM失敗処理

0 LAP-M失敗 → 切断

1 〃 ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ

0-2 3 〃 ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞ

4 〃 MNP → 切断

5 〃 MNP → ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ

7 7 〃 MNP → ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞ

3-7 - 0 予約

Ｓ３７ 0 0 接続ｽﾋﾟｰﾄﾞ自動ﾓｰﾄﾞ 注

1 接続ｷｬﾘｱ V.21 300bps

5 〃 V.22 1200bps

6 〃 V.22bis 2400bps

0-4 7 〃 V.32 4800bps

8 〃 V.32bis 7200bps

9 〃 V.32bis 9600bps

10 〃 V.32bis 12000bps

11 〃 V.32bis 14400bps

5-7 - 0 予約

ATN0,S37=0の設定では、DTE速度に近い最大速度をｷｬﾘｱ速度とします。注意

ATN0,S37=1～11では、S37の速度をｷｬﾘｱ速度とします。

ATN1,S37=0では、14400bpsからﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸします。

ATN1,S37=1～11では、S37の速度を上限としてﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸします。
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レジスタ ﾋﾞｯﾄ 値 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 機 能

Ｓ４０ 0-1 0 ﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞ (&Q6)

1 ﾀﾞｲﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ (&Q0)

3 3 ｴﾗｰﾌﾘｰﾓｰﾄﾞ (&Q5)

2-4 0 ﾌﾞﾚｰｸ制御 (\K0)

5 5 〃 (\K5)

5 0/1 1 自動ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ無効／有効 （N0/N1)

0 0 接続ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞをDTE速度でﾚﾎﾟｰﾄ (W0)

6-7 1 〃 を多段形式でﾚﾎﾟｰﾄ (W1)

2 〃 をｷｬﾘｱ速度でﾚﾎﾟｰﾄ (W2)

Ｓ４１ 0 0/1 1 自動ﾘﾄﾚｲﾝをﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ／ｲﾈｰﾌﾞﾙ (%E0/%E1)

1 - 0 予約

2 0/1 0 ﾘﾓｰﾄﾓﾃﾞﾑにXon･Xoffを送らない／送る (&K4/&K5)

3-6 - 3 予約

7 0/1 1 ﾃﾞｰﾀ圧縮 ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ／ｲﾈｰﾌﾞﾙ (%C0/%C1)

Ｓ４２ 0-1 - 0 予約

2-3 0 ﾌﾛｰ制御なし (&K0)

1 XON/XOFF制御 (&K4,&K5)

3 3 RS/CS制御 (&K3)

4-7 - 1 予約

Ｓ４５ 0 DTEとの通信速度のﾃﾞﾌｫﾙﾄ = S23で示す

8 〃 7200bps

16 〃 12000bps

17 〃 14400bps

0-5 19 〃 19200bps

23 〃 28800bps

27 〃 38400bps

32 32 〃 57600bps

6-7 - 0 予約

Ｓ４８ &Q5の時、S48=0,7,128 はV.42検出ﾌｪｰｽﾞを行い、

S48=1,2,3 はV.42 検出ﾌｪｰｽﾞを行わないで、下記

の動作をする

0-7 0 LAP-M に失敗したら切断する

1 MNP で接続し、失敗したら切断する

2 MNP で接続し、失敗したらﾊﾞｯﾌｧﾓｰﾄﾞで接続する

3 LAP-M で接続し失敗したら切断する

7 7 LAP-M に失敗したらMNPを試みる

128 LAP-M に失敗したらS36に従う

Ｓ９５ 0-4 - 0 予約

5 0/1 0 W1ｺﾏﾝﾄﾞ時にCOMPRESSION ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞを追加ﾚﾎﾟｰﾄ

6-7 - 0 予約

表中”値””デフォルト”は１０進数で表します。注意

＊のみ２進数で表してあり左桁が上位ビットを表します。
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４．５ リザルトコード

モデムは、ＡＴコマンドに対して実行結果をリザルトコードとして戻します。

リザルトコードには英文字形式、数値形式があり、アプリケーションに合わせて設定して

下さい。リザルトコード一覧を以下に示します。

ATXnｺﾏﾝﾄﾞ
数値 文 字 列 意 味

０ １ ２ ３ ４

０ OK ○ ○ ○ ○ ○ ｺﾏﾝﾄﾞを実行しました

１ CONNECT ○ ○ ○ ○ ○ 接続しました

２ RING ○ ○ ○ ○ ○ 呼出信号を検出しました

３ NO CARRIER ○ ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱを喪失しました

ｷｬﾘｱを検出できません

４ ERROR ○ ○ ○ ○ ○ ｺﾏﾝﾄﾞを実行できません

５ CONNECT 1200 １ ○ ○ ○ ○ 1200bpsで接続しました

６ NO DIALTONE ２ ２ ○ ２ ○ ﾀﾞｲﾔﾙﾄｰﾝを検出できません

７ BUSY ２ ２ ２ ○ ○ ﾋﾞｼﾞｰﾄｰﾝを検出しました

８ NO ANSWER ○ ○ ○ ○ ○ 応答ありません

１０ CONNECT 2400 １ ○ ○ ○ ○ 2400bpsで接続しました

１１ CONNECT 4800 １ ○ ○ ○ ○ 4800bpsで接続しました

１２ CONNECT 7200 １ ○ ○ ○ ○ 7200bpsで接続しました

１３ CONNECT 9600 １ ○ ○ ○ ○ 9600bpsで接続しました

１４ CONNECT 12000 １ ○ ○ ○ ○ 12000bpsで接続しました

１５ CONNECT 14400 １ ○ ○ ○ ○ 14400bpsで接続しました

１６ CONNECT 19200 １ ○ ○ ○ ○ 19200bpsで接続しました

１７ CONNECT 28800 １ ○ ○ ○ ○ 28800bpsで接続しました

１８ CONNECT 38400 １ ○ ○ ○ ○ 38400bpsで接続しました

１９ CONNECT 57600 １ ○ ○ ○ ○ 57600bpsで接続しました

４０ CARRIER 300 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 300bps

４２ CARRIER 1200 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 1200bps

４３ CARRIER 2400 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 2400bps

４４ CARRIER 4800 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 4800bps

４５ CARRIER 7200 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 7200bps

４６ CARRIER 9600 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 9600bps

４７ CARRIER 12000 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 12000bps

４８ CARRIER 14400 ○ ○ ○ ○ ｷｬﾘｱ速度 14400bps
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ATXnｺﾏﾝﾄﾞ
数値 文 字 列 意 味

０ １ ２ ３ ４

６６ COMPRESSION: CLASS5 ○ ○ ○ ○ 圧縮 MNP5で接続しました

６７ COMPRESSION: V.42BIS ○ ○ ○ ○ 圧縮 V.42bisで接続しました

６９ COMPRESSION: NONE ○ ○ ○ ○ 圧縮なしで接続しました

７６ PROTOCOL: NONE ○ ○ ○ ○ ﾌﾟﾛﾄｺﾙなしで接続しました

７７ PROTOCOL: LAP-M ○ ○ ○ ○ ﾌﾟﾛﾄｺﾙ LAP-Mで接続しました

８０ PROTOCOL: ALT ○ ○ ○ ○ ﾌﾟﾛﾄｺﾙ MNPで接続しました

７ DELAYED 00:01:00 ○ ○ ○ ○ ○ 遅延時間規制中です 注1

表中の”○”は、ATXnを設定したときに、そのﾒｯｾｰｼﾞが戻されることを表します。

ｺﾗﾑが空白の設定では、そのﾒｾｰｼﾞは戻されません。

表中の”１”ではCONNECTﾒｯｾｰｼﾞのみを返し、速度は戻しません。

表中の”２”の設定では検出しません。

また ATWｺﾏﾝﾄﾞまたは S95 の設定を行わないと有効にならないﾒｯｾｰｼﾞがあります。

電気通信事業法の端末設備規則により、電話中だった相手には、３分間に２回注１

までしかリダイヤルが認められていません（３分２回法の場合）。このため、

本機では３分以内に３回以上のダイヤルに連続して失敗した場合には、次の発

信を行わないで、このリザルトコードを返すようになっています。最初のダイ

ヤルから３分以上経過すればダイヤルできるようになります。

リザルトコード中の時間表示は、常に固定です。

DELAYED リザルトコードの数値リザルトコードは BUSY と同一です。
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４．６ 表示例

（１）ＡＴ＆Ｖ 表示例

DTE SPEED & CHARACTER FORMAT : 9600bps 8bit Mark/Non-Parity 1Stop-bit

ACTIVE- : B0 E1 M1 N1 Q0 V1 W0 X4 &C1 &D0 &G0 &K3 &L0 &M0 &P0 &Q5 &R0 &S0

PROFILE &T5 &U0 &X0 &Y0 %C1 %E1 \A3 \C0 \G0 \J0 \K5

S00=000 S01=000 S02=043 S03=013 S04=010 S05=008 S06=004 S07=050

S08=002 S09=006 S10=014 S12=050 S14=170 S18=000 S21=032 S22=244

S23=058 S25=005 S26=001 S27=000 S36=007 S37=000 S38=020 S40=055

S41=153 S42=028 S43=000 S44=000 S45=000 S46=002 S48=007 S49=000

STORED- : B0 E1 M1 N1 Q0 V1 W0 X4 &C1 &D0 &G0 &K3 &L0 &M0 &P0 &Q5 &R0 &S0

PROFILE &T5 &U0 &X0 %C1 %E1 \A3 \C0 \G0 \J0 \K5

No.0 S00=000 S06=004 S07=050 S08=002 S09=006 S10=014 S12=050 S14=170

S18=000 S21=032 S22=244 S23=058 S25=005 S26=001 S27=000 S36=007

S37=000 S38=020 S40=055 S41=153 S42=028 S43=000 S44=000 S45=000

S46=002 S48=007 S49=000

STORED- : B0 E1 M1 N1 Q0 V1 W0 X4 &C1 &D0 &G0 &K3 &L0 &M0 &P0 &Q5 &R1 &S0

PROFILE &T4 &U0 &X0 %C1 %E1 \A3 \C0 \G0 \J0 \K5

No.1 S00=022 S06=004 S07=050 S08=002 S09=006 S10=014 S12=050 S14=170

S18=000 S21=036 S22=244 S23=063 S25=005 S26=001 S27=000 S36=007

S37=000 S38=020 S40=055 S41=153 S42=028 S43=000 S44=000 S45=000

S46=002 S48=007 S49=000

LEVEL : TX CARRIER = -15 dBm

REMAIN : PRODUCTION = MSC2121X-01

VER = X.XX

OK

表示には、内部予約となっているSﾚｼﾞｽﾀが含まれています。注意

（２）接続時のリザルトコード表示例（ＡＴＷ１Ｓ９５＝３２の場合）

CARRIER 14400

PROTOCOL: LAP-M

COMPRESSION: V.42BIS

CONNECT 19200
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４．７ コマンドレスモード時の参照コマンド

コマンドレスモードにおいて、殆どの設定はディップスイッチによって行いますが、下記

コマンドとＳレジスタは、コマンドレスモードにおいても参照されます。

設定を有効にするには、あらかじめＡＴ＆Ｗコマンドで設定を記憶しておく必要がありま

す。

（１）ＡＴコマンド

コマンド 機 能 条 件

Ｍｎ ﾓﾆﾀ音設定

Ｖｎ ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞ設定

Ｗｎ 接続ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞ設定 DSW3-7ﾋﾞｯﾄがｵﾝの時有効

Ｘｎ 拡張ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞ設定

Ｙｎ 呼放棄機能設定

＆Ｋｎ ﾌﾛｰ制御設定

＆Ｒｎ (CS)(RS)制御の設定 同期ﾓｰﾄﾞのみ有効

％Ｃｎ ﾃﾞｰﾀ圧縮設定 ｴﾗｰ訂正ﾓｰﾄﾞのみ有効

％Ｅｎ 自動ﾘﾄﾚｲﾝ設定

（２）Ｓレジスタ

レジスタ 機 能 条 件

Ｓ７ ｷｬﾘｱ待機時間 DSW3-6ﾋﾞｯﾄがｵﾝの時有効

Ｓ２５ ERのｵﾌ検出最小時間

Ｓ２６ RSからCSの遅延時間 同期ﾓｰﾄﾞ,AT&R0時のみ有効

Ｓ３６ S48=128の時のLAP-M失敗処理の設定

Ｓ３８ 強制ﾊﾝｸﾞｱｯﾌﾟ前の遅延

Ｓ４８ V.42ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ失敗処理の設定

Ｓ９５ 圧縮ﾘｻﾞﾙﾄｺｰﾄﾞの表示設定 DSW3-7ﾋﾞｯﾄがｵﾝの時有効

注意

上記以外のコマンドはデフォルトが有効です。また、設定に矛盾がある場合には接続でき

ないことがあります。

ＡＴコマンドモードでご使用の後にコマンドレスモードで使用されると、ＡＴコマンドで

記憶された内容が動作に反映されます。コマンドレスモードをご使用になる前には、初期

化コマンド ＡＴ＆Ｆ＆Ｗを実行して、初期値に戻してから必要な設定を行ってご使用下さ

い。
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余白
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５ 困ったときは
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故障かな？と思った時は下記に該当しないか確認して下さい。該当する時は、再度確認項

目をチェックして下さい。チェックの結果どれにも該当しないようであれば販売店までご

連絡下さい。

電源スイッチをＯＮしてもＰＯＷＥＲランプが点灯しない

確認項目 対策

ＭＣ１４４Ｂ

電源コードはコンセントに確実に差し込 電源コードを確実にコンセントに差し込ん

まれていますか？ で下さい。

ＭＣ１４４Ｂ／Ｄ

電源が確実に接続されていますか？ 端子台に電源線を確実に接続して下さい。

電源の極性が正しいか確認して下さい。

ＭＣ１４４Ｂ

電源コンセントには確実にＡＣ１００Ｖ 元スイッチ、コンセント等にＡＣ１００Ｖ

が供給されていますか？ がきていることを確認して下さい。

ブレーカ等元スイッチは切れていません

か？

ＭＣ１４４Ｂ／Ｄ

電源はＤＣ１２ＶまたはＤＣ２４Ｖが供 電源電圧を確認して下さい。

給されていますか？

ＤＴＥからのコマンドを受け付けない

確認項目 対策

ＤＴＥとモデムはＥＩＡ／ＴＩＡ－ ＤＴＥとモデムをＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２

２３２ケーブルで接続されていますか？ ケーブルで接続して下さい。

ＤＴＥとモデムの通信速度およびキャラ ＡＴコマンドでは、通信前に”ＡＴ ”と・

クタフォーマットは一致していますか？ 入力して下さい。

ＤＴＥで使用している通信速度にモデムが

対応しているか確認して下さい。

モデムがコマンドレスモードとなってい ＤＩＰ スイッチの設定をＡＴコマンド

ませんか？ モード として下さい。
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ダイヤルしない、接続しない

確認項目 対策

モデムと電話回線が接続されていますか 電話回線のモジュラージャックとモデム

？ のＬＩＮＥモジュラージャックを確実に

モジュラーケーブルで接続して下さい。

電話回線とダイヤル方式が合っています ご使用の電話回線はダイヤル式ですか？

か？ プシュホン式ですか？

ご使用の回線がダイヤル式の場合に、トー

ン式ダイヤルを行っても接続できません。

”ＡＴＰ ”でダイヤルパルス式ダイヤル・

にしてからダイヤルして下さい。

内線番号を使用していませんか？ 内線をご使用の場合、まず外線番号をダイ

ヤルしないと、ダイヤルトーンがでない

場合があります。

内線をご使用の場合には、ＡＴＸ１コマン

ド等でダイヤルトーンを検出しないように

してダイヤルして下さい。

また、外線番号の後にポーズ時間が必要な

場合があります。その場合は

”ＡＴＤ０，ＸＸＸＸ”の様に、外線番号

とダイヤル番号の間に”，”を入れて下さ

い。

繋がらない相手に対し、何回も電話して 規制により、同一電話番号に３分間に４回

いませんか？ 以上のダイヤルをすることは認められてい

ません。このため、本機では、連続して

３回接続に失敗すると、４回目からは

”ＤＥＬＡＹＥＤ”リザルトコードを返し

て、最初のダイヤルから３分間経過するま

ではダイヤルできなくなります。一定時間

待機の後ダイヤルして下さい。

使用する通信規格、通信速度はモデム同 相手モデムの設定が、速度固定か、通信

士で合っていますか？ 規格固定の場合、設定が違っていると接続

できません。設定を合わせて下さい。

また相手モデムに要求する規格が無い場合

に切断する設定となっている場合もありま

す。確認して下さい。

アンサラー同士の設定またはオリジネー モデムが接続するためには、オリジネータ

タ同士の設定になっていませんか？ とアンサラを接続することが必要です。

どちらも同じ設定にしてあると接続できま

せんので確認して下さい。
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ダイヤルしない、接続しない（つづき）

確認項目 対策

相手モデムはエラーフリー設定となって エラーフリー設定にして接続する場合には

いますか？ 相手モデムの設定もエラーフリー可能な設

定にして下さい。

電話番号を間違えていませんか？ モデムの接続されていない回線に電話して

いませんか？

電話番号をもう一度確認して下さい。

同期モードで通信できない

確認項目 対策

ＤＴＥとモデムは付属のＲＳ－２３２－ 市販のケーブルでは通信できないことがあ

Ｃケーブルで接続されていますか？ ります。付属ケーブルと交換して下さい。

使用する同期クロックの設定がモデムと 同期通信に使用するクロック設定を、ＤＴ

ＤＴＥで一致していますか？ Ｅとモデムで一致させて下さい。

ＤＴＥは同期モードで通信できますか？ 同期モードの扱えるＤＴＥをご使用下さい

。

自動着信しない

確認項目 対策

ＳＯレジスタの設定が”０”になって Ｓ０レジスタを０以外に設定して下さい。

いませんか？

モデムのＥＲランプがＯＦＦしていませ ＤＴＥからのＥＲ信号をＯＮして下さい。

んか？
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オンラインモードで文字化けが起こる、データが欠落する、通信が停滞する

確認項目 対策

通信条件があっていますか？ 使用しているキャラクタフォーマットや、

ＤＴＥとモデムの通信速度が合ってるか確

認して下さい。

同期／非同期の設定は合っていますか？ モデム同士の同期、非同期（調歩同期）を

確認して下さい。設定が合っていないと正

常に通信できません。

漢字データが使えますか？ 漢字コード等ＤＴＥが対応できない文字コ

ードは正常に表示できないため、文字化け

状態となって表示されることがあります。

フロー制御の設定は合っていますか？ ダイレクトモード以外の調歩同期通信では

フロー制御を行う必要があります。

フロー制御をモデムとＤＴＥで合わせてく

ださい。

ＤＴＥの通信パフォーマンスは十分です ＤＴＥの通信パフォーマンスが回線速度を

か？ 下回っている場合にはデータが欠落する場

合があります。

着信レベルが低すぎませんか？ －４０ｄＢｍ程度の低い受信レベルの通信

では、ゴミデータなどを出したり、文字化

けが発生する可能性があります。

着信レベルを改善するか通信速度を落とす

などの対策が必要です。

また、低い受信レベルでは相対的にノイズ

の影響を受けやすくなります。

回線品質は十分ですか？電話回線にノイ 回線品質によっては、通信中の外来ノイズ

ズが入りませんか？ によってゴミデータが発生したり、通信が

停滞したりする可能性があります。

通信速度の高いほど回線品質に影響されや

すい傾向があります。通信速度を落とした

り通信規格を変更して通信して下さい。

回線品質の悪い回線では、ＭＲランプが点

滅したりＣＤランプが消灯したりすること

があります。
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途中で切断する、切断できない

確認項目 対策

キャッチホンを使用していませんか？ キャッチホンサービスを使用しているとキ

ャッチホンが入ると通信を切る場合があり

ます。サービスを使用しない回線に切り替

えて下さい。

ＡＴ＆Ｄ２以外の設定になっていません 通信ソフトでは、ＥＲをＯＦＦすることで

か？ 通信を切るようになっています。モデは、

設定によってはＥＲを無視しますで、

ＡＴ＆Ｄ２の設定にしてご使用下さい。

発信者番号案内サービス適用回線になっ 本モデムは発信者番号案内サービスには対

ていませんか 応しておりません
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６ 製品仕様
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６．１ 基本仕様

基本仕様

項目 仕様

適合回線 公衆回線、２線式専用回線、４線式専用回線

通信方式 データ通信：全二重通信

ＦＡＸ通信：半二重通信

データ通信速度 57.6k,38.4k,19.2k,14.4k,12.0k,9.6k,7.2k,4.8k,2.4k,
（端末速度） 1.2k,300 bps

エラー訂正 ＩＴＵ－Ｔ Ｖ.４２，ＭＮＰ４

データ圧縮 ＩＴＵ－Ｔ Ｖ.４２bis，ＭＮＰ５

フロー制御 Ｘon／Ｘoff制御，ＲＳ／ＣＳ制御

ＮＣＵ型式 ＡＡ

検出機能 ダイヤルトーン，ビジートーン，呼び出し信号

制御コマンド データ：拡張 ＡＴコマンド

ＦＡＸ：ＣＬＡＳＳ１

同期方式 調歩同期／同期

ダイヤル方式 ダイヤルパルス式(10/20PPS)，トーン式

外形 １４０(W)×１８４．２(D)×４１.６(H)㎜ 突起を含む

１４０(W)×１８０(D)×３８(H)㎜ 突起を除いた場合

重量 約０．８kg

対応通信規格

通信規格 ｷｬﾘｱ周波数[Hz] 変調速度
変調方式 データレート[bps]

ITU-T ｵﾘｼﾞﾈｰﾄ ｱﾝｻｰ [Baud]

Ｄ V.32bis TCM 1800 1800 2400 14400,12000,9600,7200

Ａ V.32 QAM 1800 1800 2400 9600, 4800

Ｔ V.22bis QAM 1200 2400 600 2400

Ａ V.22 DPSK 1200 2400 600 1200

V.21 FSK 1080 1750 300 300

Ｆ V.17 TCM 1800 2400 14400,12000,9600,7200

Ａ V.29 QAM 1700 2400 9600, 7200

Ｘ V.27ter DPSK 1800 1600,1200 4800, 2400

通常のデータ通信では、ＤＡＴＡ欄の通信規格を使用した通信が可能です。注意

ＦＡＸ欄に記載された通信規格はＦＡＸ機能を使用する時のみに使用可能ですが、

データ通信時には使用できませんのでご注意下さい。
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６．２ 環境条件

項目 定格

保存温度 －２５～＋７０℃

動作温度 －１０～＋５０℃

湿度 ２０～８０％（非結露）

ＭＣ１４４Ｂ ４７～６３Ｈｚ，８５～１３２ＶＡＣ
電源電圧

ＭＣ１４４Ｂ／Ｄ ９～３０ＶＤＣ

ＭＣ１４４Ｂ ＬＩＮＥ－ＡＣ間 １ＫＶＡＣ／１分
絶縁耐圧

ＭＣ１４４Ｂ／Ｄ ＬＩＮＥ－ＤＣ間 １ＫＶＡＣ／１分

ＭＣ１４４Ｂ ０．１０Ａ／１００Ｖ
最大入力電流

ＭＣ１４４Ｂ／Ｄ ０．４０Ａ／１２Ｖ

突入電流 ＭＣ１４４Ｂ １８Ａmax 注1

EIA/TIA-232ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ入力電圧 ±２５Ｖmax

回線電流 １２０ｍＡmax

不揮発ﾒﾓﾘ書込回数制限 １０万回 注2

サージ耐量（ライン，ＦＧ間） １．２×５０μｓ，１０ＫＶ

２５℃、コールドスタートの場合。注１

ＡＴ＆Ｗコマンドの実行回数はこれ以下にして下さい。注２
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６．３ 電気的仕様

［Ta=25℃］

規 格 値
項 目 単位 条 件

MIN. TYP. MAX.

送信レベル － -16.0 － ｄＢｍ V.32bisの時

受信レベル * -40 － -10 ｄＢｍ DSW1-9 オフの時

受信レベル * -34 － -4 ｄＢｍ DSW1-9 オンの時

ST1ｸﾛｯｸ入力偏差 -50 0 +50 ｐｐｍ

感動 25 － 120
RING検出 Ｖrms 16Hz正弦波

不感動 － － 10

* 回線特性 FLATの時

上記以外の規格についても、端末機器技術基準に従っています。
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６．４ インターフェース仕様

ＥＩＡ／ＴＩＡ－２３２信号の接続を以下に示します。

ﾋﾟﾝNo. 信号名 回路番号 信号方向 機能

V.24 DTE ﾓﾃﾞﾑ

１ ＦＧ － 保安用ｱｰｽ

２ ＳＤ １０３ → 送信ﾃﾞｰﾀ

３ ＲＤ １０４ ← 受信ﾃﾞｰﾀ

４ ＲＳ １０５ → 送信要求

５ ＣＳ １０６ ← 送信可

６ ＤＲ １０７ ← ﾓﾃﾞﾑﾚﾃﾞｨ

７ ＳＧ １０２ 信号用ｱｰｽ

８ ＣＤ １０９ ← ｷｬﾘｱ検出

１５ ＳＴ２ １１４ ← 送信用ｸﾛｯｸ

１７ ＲＴ １１５ ← 受信ｸﾛｯｸ

２０ ＥＲ １０８ → 端末ﾚﾃﾞｨ

２２ ＣＩ １２５ ← 呼び出し表示

２４ ＳＴ１ １１３ → 送信用ｸﾛｯｸ

表記なきﾋﾟﾝNo.は未使用です。

接続条件は ＩＴＵ－Ｔ Ｖ.２８およびＪＩＳ Ｃ６３６１に準拠しています。
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６．５ タイミングチャート

６．５．１ 接続（ＡＴコマンドモード）

ＡＴコマンドモードにおける接続から切断までのタイミングチャートを以下に示します。

ＤＲ信号、ＣＤ信号の動作は、設定で常時ＯＮが指定されている場合を除いて、下記タイ

ミングチャ－トのように遷移します。

ＡＴ＆Ｄ２では、ＥＲがＯＦＦすることで下記のように切断します。

設定でＤＲ信号、および、ＣＤ信号が常時ＯＮを指定されると、常時ＯＮとなります。

ON
ＥＲ

OFF

ON
ＤＲ

OFF

ON
ＲＳ ＊１

OFF

ON
ＣＳ ＊２

OFF

ON
ＣＤ

OFF

ﾀﾞｲﾔﾙ
LINE状態 ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾃﾞｰﾀ

ｱﾝｻｰﾄｰﾝ

状態 ｺﾏﾝﾄﾞ待機 接続準備 接続 ﾃﾞｰﾀ通信 切断 ｺﾏﾝﾄﾞ

＊１：ＲＳ信号、ＥＲ信号は、ＤＴＥからの信号です。

＊２：ＣＳ／ＲＳ信号によるフロ－制御の場合は、フロ－制御状態によりＣＳ信号が

ＯＮ／ＯＦＦします。
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６．５．２ 接続（コマンドレスモード）

コマンドレスモードにおける接続から切断までのタイミングチャートを以下に示します。

ＤＲ信号、ＣＤ信号の動作は、設定で常時ＯＮが指定されている場合を除いて、下記タイ

ミングチャ－トのように遷移します。

接続／切断の制御を行う場合には（ＥＲ制御の設定にして）ＥＲ信号を使用して制御しま

す。

ON *6
ＥＲ

OFF

ON
ＤＲ *5

OFF

ON
ＲＳ ＊１

OFF

ON
ＣＳ ＊２

OFF

ON
ＣＤ ＊３

OFF
*4

状態 ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾃﾞｰﾀ通信

＊１：ＲＳ信号、ＥＲ信号は、ＤＴＥからの信号です。

＊２：調歩同期において、ＣＳ／ＲＳ信号によるフロ－制御の場合は、フロ－制御状態に

よりＣＳがＯＮ／ＯＦＦします。リトレーニング中は、フロー制御の必要に応じて

ＣＳがオフします。

接続開始時のハンドシェーク中はＣＳがオフします。

同期モードにおいてリトレーニング中は、ＣＳがオフします。

＊３：ＣＤがＯＮの状態ではデータ転送が可能ですが、ハンドシェーク直後には約0.１秒

程度の待ち時間(*4)が必要になります。ＣＤ ＯＮ直後にデータを送出してもデータ

が転送されないことがありますのでご注意ください。また、回線断の時には、

ＣＤ ＯＦＦまで暫く時間を要する場合があります。

＊５：回線断等により一旦接続が切れた場合には、次の接続までにＤＲ等が変化するこ

とがあります。

＊６：ＥＲ ＯＦＦ→ＯＮにより接続を行う場合には、ＯＦＦ時間を１秒以上確保して下

さい。

接続する際に、モデムはそれぞれ独立したタイミングで動作します。タイミングによって

は内部タイマーの動作により、接続を中止してやり直す場合等があり、接続まで暫く時間

を要することがありますのでご注意願います。
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６．５．３ ＥＲリセット

ＥＲリセットの設定をＯＮすることによりＥＲ信号のOFF→ONによってモデムのハードウエ

アリセットを行うことができます。タイミングは下記のとおりです。電源投入時のリセッ

ト時間も同様となります。

ＥＲ ＯＮ または電源投入

ON
ＥＲ

OFF

ON
内部ﾘｾｯﾄ

OFF

約０.５秒 約１秒

ﾓﾃﾞﾑ状態 ﾓﾃﾞﾑ初期化 動作

注意

電源投入と同時にＤＴＥからＡＴコマンドを入力しても実行されませんのでご注意下さい。

注意

電源投入時またはＥＲリセットによるリセット期間中は、上記の初期化完了までにＤＲ，

ＣＤ，ＣＳ等が変化することがあります。
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７ 集合型ラックのご使用について
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７．１ 概要

複数のモデムをご使用の時は、別途販売致しております集合型ラックをお求め頂きます

と、１０台までのＭＣ１４４ＢまたはＭＣ１４４Ｂ／Ｄを、１台のラックに収納すること

ができ、スペースを省くことができます。

型式 ：ＵＭ９０１／００１Ａ

サイズ：４８２(W)×２２０(D)×１７６．５(H)㎜

規格 ：ＩＥＣ規格適合サイズ

集合型ラックには電源は搭載していません。注意

７．２ 構成

集合型ラックは以下の構成となっています。

（１）ラック本体（１台）

（２）取り付け金具（１０個）

（３）ネジ（３０個）

７．３ 取り付け方法

次頁を参考に、モデムをラックに取り付けて下さい。

（１）モデム前底部に取り付け金具をネジ止めします。（①参照）

（２）モデムを、ラック前部より入れます。

その際、ラック底面の突起と突起の間にモデムを置くようにして奥まで送り、

モデム背部の取り付け穴に、ラックの取り付け用ツメが入るようにします。

（②，③参照）

（３）モデムに付けた取り付け金具をラックにネジ止めします。（④参照）

（４）モデムに接続されるケーブル類は、ラック背面下部にあるケーブルサポートに、

束線材で固定します。

ラックに無理な力をかけないで下さい。ラックが変形する恐れがあります。注意

本ラックは、モデムを強固に固定するためのものではありません。モデムを

ラックに載せたまま強い振動をかけたりしないで下さい。
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